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人事異動と組織の改編
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指
定
ご
み
袋
等
の

手
数
料
が
変
わ
り
ま
す

▼
改
正
の
経
緯

　

指
定
ご
み
袋
の
取
り
扱
い
は
、
合
併
前

は
各
市
町
村
で
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
ま

し
た
（
１
枚
あ
た
り
19
〜
53
円
）。
ご
み
袋

の
無
料
配
布
は
、
旧
萩
市
の
み
が
実
施
し

て
お
り
、
旧
６
町
村
で
は
実
施
し
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

合
併
協
議
で
は
、
１
枚
か
ら
有
料
で
あ

る
べ
き
と
主
張
す
る
旧
６
町
村
と
、
無
料

配
布
継
続
を
主
張
す
る
旧
萩
市
と
で
調
整

が
つ
か
な
か
っ
た
た
め
、「
ご
み
処
理
費
用

の
住
民
の
負
担
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
新

市
に
お
い
て
速
や
か
に
検
討
す
る
」
こ
と
と

な
り
、
こ
れ
ま
で
暫
定
的
な
取
り
扱
い
を

し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
正
は
、
平
成
17
〜
18
年
度
の

２
か
年
で
萩
市
の
今
後
15
年
間
の
ご
み
処

理
計
画
と
な
る
「
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本

計
画
」
を
策
定
す
る
過
程
で
、
ご
み
処
理

費
用
の
将
来
の
住
民
負
担
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
市
に
寄
せ
ら
れ
た
多
く
の

住
民
の
意
見
を
集
約
し
た
上
で
、
廃
棄
物

減
量
及
び
地
域
美
化
推
進
審
議
会
や
環
境

衛
生
推
進
協
議
会
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

決
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

▼
改
正
の
理
由

①
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
補
修
費
の
増
加

な
ど
に
よ
り
、
今
後
ご
み
処
理
経
費
が
増

加
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
経

費
の
増
加
へ
の
対
応
や
受
益
者
負
担
の
原

則
（
ご
み
を
多
く
出
し
た
人
が
、
多
く
負

担
す
る
）
に
基
づ
く
公
平
性
の
確
保
が
必

要
な
こ
と
か
ら
、
ご
み
収
集
手
数
料
の
改

定
を
行
い
ま
し
た
。

②
事
業
者
か
ら
の
ご
み
に
つ
い
て
は
、
萩
清

掃
工
場
ま
で
遠
距
離
な
事
業
者
や
少
量
を

排
出
す
る
事
業
者
に
配
慮
し
、「
事
業
者
専

用
ご
み
袋
」
を
新
設
し
、定
期
収
集
し
ま
す
。

３
月
萩
市
議
会
定
例
会
で
、「
萩
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
減
量

並
び
に
地
域
美
化
に
関
す
る
条
例
」
の
改
正
案
が
可
決
さ
れ
、

10
月
１
日
か
ら
、市
指
定
ご
み
袋
等
の
手
数
料
を
改
定
し
ま
す
。

▼改正の内容 現　在 10 月から 備　考

①
指定ごみ袋料金を「ごみ
収集手数料」として条例
に規定

燃やせるごみ（大） 40円 燃やせるごみ（大） 50円
※「燃やせないごみ袋」の
販売単位が、10枚から５枚
に変わります。

燃やせるごみ（小） 30円 燃やせるごみ（小） 30円

プラスチック製容
器包装・燃やせない
ごみ・ごみ収集券

40円
プラスチック製容器包
装・燃やせないごみ・ご
み収集券　

40円
② ごみ収集手数料の改定

③ 大型ごみの収集
手数料の改定 収集１回あたり 510円

１個につき 500円 例）３個出された場合＝
1,100円（500円＋300円
×2個）

２個以上出されるときは、
１個につき

300円
加算

④
市の施設へ直接搬入した
場合に徴収するごみ処理
手数料の改定

一般家庭 無料
一般家庭・事業者とも
50㎏あたり 500円

※一般家庭は、これまでの
無料から有料になります。
ただし、指定ごみ袋または
ごみ収集券貼付のものは徴
収しません。

事業者
100㎏
あたり
400円

⑤
無料配布する指定ごみ袋
の配布枚数を世帯人数に
応じて変更

燃やせるごみ（大） 30枚
１～２
人
世帯

燃やせるごみ（大） 20枚

※燃やせないごみ袋は無料
配布しません。
※現在実施している無料配
布した指定ごみ袋の交換は、
５月末で終了します。

プラスチック製
容器包装 10枚

プラスチック製
容器包装 15枚

３～４
人
世帯

燃やせるごみ（大） 40枚
プラスチック製

容器包装 10枚

燃やせないごみ 5枚
５人
以上
世帯

燃やせるごみ（大） 40枚
プラスチック製

容器包装 20枚

⑥

ごみ収集手数料にごみ処
理費用を含めた「事業者
専用ごみ袋」を新設し、
市の定期ごみ収集で収集

な　し

ごみ袋の料金１枚あたり 100円 ※袋は半透明で、文字は赤色
※店舗兼住宅の場合は、家
庭用燃やせるごみ１袋と事
業者専用ごみ袋５袋１回あたり排出量の上限 ５袋

※９月までに購入された指定ごみ袋については、10 月以降も引き続き使用できます。

■問い合わせ　環境衛生課（２５・３１４６）

10月から
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佐々
並
地
区
の
旭
活
性
化

セ
ン
タ
ー
前
で
整
備
を

進
め
て
き
た
萩
市
消
防
署
佐
々

並
分
遣
所
が
完
成
し
、
３
月
31

日
に
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

佐
々
並
分
遣
所
は
、
旭
・
川

上
地
域
の
救
急
業
務
の
迅
速
化

を
図
る
と
と
も
に
、
冬
期
の
積

雪
や
凍
結
に
よ
る
交
通
事
故
に

備
え
る
た
め
に
整
備
し
た
も
の

で
、
消
防
署
員
10
人
を
配
置
し
、

佐々並分遣所が完成

平和橋（椿東）が完成
老
朽
化
に
よ
り
、
平
成
16
年

度
か
ら
進
め
て
き
た
平
和

橋
の
架
替
工
事
が
完
了
し
、
３

月
30
日
に
完
成
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

平
和
橋
は
、
新
川
地
区
と
鶴
江

地
区
を
結
ぶ
唯
一
の
橋
と
し
て
、昭

和
30
年
に
架
設
さ
れ
ま
し
た
が
、

長
年
の
風
雨
に
よ
り
、上
部
の
木

の
床
板
が
腐
食
し
、陥
没
す
る
な

ど
通
行
に
危
険
が
生
じ
た
た
め
、

架
け
替
え
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

完
成
式
で
は
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

３
人
が
24
時
間
体
制
で
常
駐
し
ま
す
。

ま
た
、
高
度
救
命
処
置
が
行
え
る
高
規

国道262号（萩バイパス）が開通！

パ
ス
」（
萩
警
察
署
前
交
差
点
〜
中
国
電

力
萩
営
業
所
間
）
の
う
ち
、
椿
西
橋
ま

で
の
1.5
㎞
が
開
通
し
、
３
月
24
日
に
サ

ン
ラ
イ
フ
萩
で
開
通
式
典
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

式
典
は
、
河
村
建
夫
衆
議
院
議
員
や

二
井
関
成
山
口
県
知
事
な
ど
約
１
３
０

人
が
参
加
さ
れ
、
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
、
あ
い
に
く
の
荒
天
の
た

め
、
椿
大
橋
で
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
な
ど
は

中
止
さ
れ
、
沿
線
の
三
世
代
に
よ
る
車

の
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
三
世
代
渡
り
初
め
の
ご
家
族

　

柴
田
勝
美
さ
ん
家
族（
土
原
）、
藤
山

正
義
さ
ん
家
族（
川
島
）、
齊
藤
五い
つ
み三
さ

ん
家
族（
椿
）、
榎
え
の
き
だ
に谷
巌い
わ
おさ
ん
家
族（
椿
）

　

先
週
、
韓
国
の
全チ
ョ
ル
ラ
・
ナ
ム
ド

羅
南
道
の

霊ヨ
ン
ア
ム
グ
ン

岩
郡
を
訪
問
。
同
郡
内
の

徳ト
ッ
チ
ン
ミ
ョ
ン

津
面
が
旧
福
栄
村
と
農
業
を

通
し
て
交
流
を
重
ね
姉
妹
自
治
体

と
な
っ
て
お
り
、
合
併
に
よ
っ
て

新
市
が
、
そ
の
関
係
を
引
き
継
い

で
い
る
。
日
韓
親
善
協
会
の
皆
さ

ん
と
郡
守
（
郡
の
長
）
等
を
訪
ね
、

併
せ
て
「
王
仁（
わ
に
）博
士
」
の

記
念
施
設
を
見
学
。

　

博
士
は
、
５
世
紀
初
め
に
論
語

や
仏
教
等
を
日
本
に
伝
承
し
、
飛

鳥
文
化
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
。
戦
後
は
、
日
韓
の
関
係
か
ら

余
り
顧
み
ら
れ
る
こ
と
も
な
か
っ

た
が
、
近
年
、
日
韓
の
関
係
者
の

大
変
な
努
力
に
よ
り
、
日
韓
交
流

の
新
た
な
視
点
か
ら
、
博
士
ゆ
か

り
の
地
と
し
て
の
整
備
が
大
規
模

に
行
わ
れ
て
き
た
と
聞
く
。
折
し

も
、
施
設
内
の
桜
も
満
開
。
か
つ

て「
日
帝
」の
象
徴
と
し
て
嫌
悪
さ

れ
て
き
た
桜
も
、
施
設
外
で
も
街

路
樹
と
し
て
植
栽
さ
れ
て
お
り
、

桜
花
爛ら
ん
ま
ん漫の
並
木
道
が
延
々
と
続

く
。
慶
州
を
勝
る
規
模
で
あ
る
。

　

日
韓
交
流
の
関
係
者
の
多
く
の

地
道
な
努
力
が
、
着
実
に
実
を
結

び
つ
つ
あ
る
。

■
市
長
コ
ラ
ム

No.24

一
般
国
道
２
６
２
号
の
交
通
渋
滞
解

消
と
歩
行
者
・
自
転
車
走
行
の
安

全
性
の
向
上
な
ど
を
目
的
に
、
平
成
５

年
か
ら
山
口
県
に
よ
り
工
事
が
進
め
ら

れ
て
き
た
「
一
般
国
道
２
６
２
号
萩
バ
イ

格
救
急
車
を
配
備
し
、
佐
々
並
地
区
を

含
め
た
旭
地
域
の
一
部
、
川
上
地
域
の
一

部
の
救
急
業
務
に
備
え
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
萩
管
内
の
消
防
体
制
は
、
１
本

部
１
署
１
出
張
所
２
分
遣
所
と
な
り
ま

す
。

　

救
急
業
務
の
ほ
か
に
も
、
佐
々
並
支

所
の
休
日
・
夜
間
の
戸
籍
等
の
受
理
業

務
も
行
い
ま
す
。

【
工
事
概
要
】
鉄
骨
造
平
屋
建
、
建
物
面

積
３
６
６
㎡

【
総
事
業
費
】
約
１
億
３
７
０
０
万
円

（
分
遣
所
施
設
、
高
規
格
救
急
車
等
）

萩 の 玄 関 口

や
渡
り
初
め
な
ど
が
行
わ
れ
、
地
域
住
民

な
ど
約
２
０
０
人
が
参
加
さ
れ
、
新
し
い

橋
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。
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も
っ
と
き
れ
い
な
環
境

も
っ
と
快
適
な
く
ら
し

区　分 対　象 地　域 18 年度の整備区域 19 年度の整備計画

集
合
処
理
方
式

①公共下水道事業 市街地 萩地域 川内、山田、椿東（新川）
地区（管きょ布設工事）

川内、山田、椿東（新川）
地区（継続）

②特定環境保全
　　　　公共下水道事業

都市計画区域外の規模
の小さな公共下水道

（排水人口１万人以下）
須佐地域 整備済み

③漁業集落排水事業 漁業集落 萩・田万川・須佐地域
・三見地区
・福川地区（整備完了）

・三見地区
・大井、椿地区の一部④農業集落排水事業 農業集落 萩・川上・田万川・

むつみ・旭・福栄地域
⑤林業集落排水事業 林業集落 田万川地域

個
別
処
理
方
式

⑥特定地域生活排水事業 集合処理方式の下水道
事業の計画区域外 萩・旭地域 萩地域

※旭地域は整備済み 萩地域（継続）

⑦個別排水事業 集合処理方式下水道
の周辺地域 田万川・むつみ地域 整備済み

⑧浄化槽設置整備事業 浄化槽を整備する個人に対して補助金を交付します。維持管理は個人。
補助対象区域など浄化槽設置補助制度の概要は左ページ下段をご参照ください。

▽下水道の整備状況と計画

※集合処理方式の計画区域以外の地区については、特定地域生活排水事業、個別排水事業などにより個別浄化槽の整備を計画的に進めています。
新築や一般住宅以外（事務所、店舗など）については、計画段階で別途協議をお願いします。

萩浄化センター

▽公共下水道の処理区域

平成17年度までに処理開始した区域
平成18年度に処理開始した区域

萩 の 環 境 づ く り は 水 洗 化 か ら
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下
水
道
事
業
の
整
備
状
況
と
計
画

　

市
で
は
、
美
し
い
自
然
と
市
民
の
快
適

な
生
活
環
境
を
健
全
に
守
り
、
豊
か
な
自

然
環
境
を
次
世
代
に
伝
え
る
た
め
に
、
８

つ
の
下
水
道
事
業
を
計
画
的
に
進
め
て
い

ま
す
。（
右
ペ
ー
ジ
下
表
参
照
）

　

公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成

18
年
度
に
川
内
（
川
島
）・
山
田
（
玉
江
）・

椿
東
（
新
川
）
地
区
の
工
事
を
進
め
、
川

内
と
山
田
地
区
で
処
理
開
始
区
域
が
拡
大

さ
れ
ま
し
た
。
19
年
度
も
引
き
続
き
同
地

区
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

漁
業
お
よ
び
農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ

い
て
は
、
18
年
度
に
三
見
・
福
川
地
区
の

工
事
を
進
め
、福
川
地
区
で
整
備
完
了
し
、

処
理
開
始
区
域
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
19

年
度
は
、
三
見
地
区
の
整
備
を
進
め
る
ほ

か
、
椿
地
区
（
線
路
よ
り
南
側
）
の
整
備

に
着
手
し
ま
す
。

集
合
処
理
方
式
下
水
道
の

処
理
開
始
区
域

　

平
成
18
年
度
末
の
処
理
開
始
区
域
は
次

の
と
お
り
で
す
。

萩
地
域
（
川
内
・
山
田
・
椿
東
の
一
部
、

大
井
湊
、
三
見
明
石
、
大
島
）

川
上
地
域
（
山
田
・
三
徳
）

田
万
川
地
域
（
下
田
万
・
小
川
鍋
山
・
江

崎
・
江
崎
尾
浦
・
下
田
万
湊
）

む
つ
み
地
域
（
吉
部
、
片
俣
・
高
佐
・
後

井
・
吉
部
東
）

須
佐
地
域
（
須
佐
・
須
佐
浦
）

旭
地
域
（
佐
々
並
市
・
明
木
市
）

福
栄
地
域
（
紫
福
・
福
川
）

水
洗
化
で
街
を
き
れ
い
に

　

処
理
開
始
（
水
洗
化
で
き
る
状
態
）
区

域
内
の
家
庭
で
は
、
処
理
開
始
の
日
か
ら

３
年
（
特
定
地
域
生
活
排
水
事
業
・
個
別

排
水
事
業
は
１
年
）
以
内
に
く
み
取
り
便

公共
下水道　市では、くみ取り便所を水洗便所に改造する

際の改造資金の融資をあっせんしています。
□対象
◦処理開始区域となった日から３年以内（特定地域
生活排水事業・個別排水事業は１年）に行う改造
工事であること
◦市税、下水道事業受益者負担金（分担金）およ
び下水道使用料を滞納していないこと
◦市内に居住する連帯保証人１人を有すること
□対象工事
　水洗便所改造工事（便器やその取り付けのた
めの最小限度内の内装および給水工事）および
排水設備に伴う配管工事（新築、増改築等は含
まない）で現状復旧までのもの
□融資あっせん額
　５万円〜２００万円
□融資条件
◦融資金は無利子
◦償還回数は60回（５か年）以内
□申し込み　下水道建設課または各総合事務所
施設課

市の融資あっせん制度
５か年の無利子融資

　浄化槽を設置する専用住宅を新築する場合、
または既存の専用住宅に浄化槽を設置する場合、
設置者（個人に限る）に設置費用の一部を補助
します。（予算の範囲内）
※借家、集合住宅を除く。
□補助対象区域
　次の①②③を除く市内全域
①公共下水道の事業認可を受けた区域
②集落排水処理施設による予定処理区域
③特定地域生活排水事業および個別排水事業の
処理区域
□申請方法　浄化槽工事業者が代行して行いま
すので、希望される方は、業者まで申し込んでく
ださい。

浄化槽設置補助制度

所
を
水
洗
化
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
浄
化
槽
に
つ
い
て
は
、
速
や
か
に

下
水
道
に
切
り
替
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

※
く
み
取
り
便
所
か
ら
水
洗
便
所
へ
の
改

造
に
は
、
市
の
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
が
あ

り
ま
す
。（
制
度
の
詳
細
は
左
上
段
を
ご

参
照
く
だ
さ
い
）

★
お
願
い

　

市
内
各
地
域
で
、
下
水
道
整
備
の
た
め

の
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。工
事
期
間
中
、

交
通
規
制
な
ど
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

下
水
道
建
設
課
（
２
５
・
４
６
５
１
）

ま
た
は
各
総
合
事
務
所
施
設
課

平成18年度
福川地区整備完了

平成18年度
川内・山田地区
処理開始区域拡大

集落排水
事業 平成19年度

椿地区工事着手
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萩市国民保護計画
9 9 9 9 9 9 9 9

を
策定しました！

◎
計
画
策
定
の
経
緯

　

国
民
保
護
法
に
基
づ
き
、
国
の
基
本
指

針
が
示
さ
れ
、
17
年
度
に
は
県
の
国
民
保

護
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
国
が
示
し
た
モ
デ
ル
計
画
に

基
づ
き
、
県
の
計
画
と
整
合
性
を
図
り
、

萩
市
国
民
保
護
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

◎
国
の
基
本
指
針
で
示
さ
れ
て
い

る
事
態

■
想
定
さ
れ
る
武
力
攻
撃
事
態

　

我
が
国
に
対
す
る
外
部
か
ら
の
攻
撃
…

弾
道
ミ
サ
イ
ル
に
よ
る
攻
撃
、
ゲ
リ
ラ
や

特
殊
部
隊
に
よ
る
攻
撃
、
航
空
機
に
よ
る

攻
撃
、
船
舶
等
に
よ
る
着
上
陸
侵
攻

■
想
定
さ
れ
る
緊
急
対
処
事
態

　

危
険
性
を
内
在
す
る
施
設
等
へ
の
攻

撃
、
大
規
模
集
客
施
設
や
大
量
輸
送
機
関

等
へ
の
攻
撃

◎
国
民
保
護
の
た
め
の
仕
組
み

　

国
民
保
護
法
で
は
、
国
は
、
武
力
攻
撃

や
大
規
模
テ
ロ
等
か
ら
国
民
の
生
命
や
身

体
、
財
産
を
保
護
す
る
た
め
に
、
緊
急

に
対
応
の
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
警
報
を

発
令
し
、
皆
さ
ん
に
危
険
な
状
態
に
な
っ

た
こ
と
を
知
ら
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
し
て
、
国
を
は
じ
め
、
都
道
府
県
、

市
町
村
な
ど
の
関
係
機
関
が
国
民
の
保
護

の
た
め
に
、
情
報
提
供
や
避
難
の
誘
導
、

避
難
所
の
開
設
、
救
援
物
資
の
配
布
、
救

助
活
動
、
医
療
活
動
、
安
否
情
報
の
収
集

や
提
供
、
被
害
の
拡
大
防
止
な
ど
の
措
置

に
、
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

●
内
閣
官
房
国
民
保
護
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

http://w
w

w
.kokum

inhogo.go.jp/
m

obile/index.htm
l

●
ｅ
カ
レ
ッ
ジ
防
災
・
危
機
管
理

http://w
w

w
.e-college.fdm

a.go.jp
◎
萩
市
国
民
保
護
計
画

　

こ
う
し
た
仕
組
み
に
基
づ
き
、
萩
市
国

民
保
護
計
画
で
は
、
①
日
本
海
に
有
人
４

◦テレビやラジオで情報を収集し、行政機関からの指示に従う。
◦非常事態や警報を知らせる国民保護のサイレンや放送を聞
　いたら、直ちに身近にある丈夫な建物に避難する。
◦屋内にいる場合は、その場に留まり、ドアや窓を全部閉め、
　部屋の中心部に座る。
◦避難指示が出されたら、状況に応じ、戸締りをして、指定さ
　れた場所に落ち着いて避難する。
※市外や県外への避難が必要な場合は、経路や交通手段が指
　示されます。

武
力
攻
撃
な
ど
か
ら
国
民
の
皆
さ
ん
を
守
る
た
め
、
平
成
16
年
９
月
に
「
武
力
攻

撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
」（
国
民
保
護

法
）
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

市
で
は
、
こ
の
法
律
に
基
づ
き
、
こ
の
た
び
、
萩
市
国
民
保
護
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。
こ
の
計
画
は
、
普
段
か
ら
の
備
え
、
避
難
や
救
援
、
武
力
攻
撃
災
害
へ
の

対
処
な
ど
、
市
が
と
る
基
本
的
な
事
項
を
定
め
て
い
ま
す
。

あってはならない武力攻撃
忘れてはいけない国民保護

島
、②
見
島
に
自
衛
隊
レ
ー
ダ
ー
サ
イ
ト
、

③
長
い
海
岸
線
、
④
孤
立
の
可
能
性
が
あ

る
山
間
部
、
⑤
市
中
心
部
が
三
角
州
地
域

な
ど
の
地
域
特
性
を
考
慮
し
て
、
普
段
か

ら
の
備
え
、
避
難
や
救
援
、
武
力
攻
撃
災

害
へ
の
対
処
な
ど
、
基
本
的
な
事
項
を
定

め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
情
報
伝
達
は
、
①
防
災
行
政

無
線
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
音
声
告
知
放
送

を
使
用
し
た
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
（
萩
地
域

を
除
く
）、
②
エ
フ
エ
ム
萩
や
萩
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
緊
急
放

送
、
③
防
災
メ
ー
ル
、
④
広
報
車
、
と
あ

ら
ゆ
る
方
法
で
行
い
ま
す
。

★
こ
の
計
画
は
、
市
役
所
本
庁
の
市
政
情

報
コ
ー
ナ
ー
、
各
総
合
事
務
所
地
域
振
興

課
、
支
所
・
出
張
所
に
備
え
付
け
て
い
ま

す
。
萩
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。

http://w
w

w
.city.hagi.yam

aguchi.
jp/hagicity/index.htm

l

■
問
い
合
わ
せ

防
災
・
安
全
課
（
２
５
・
３
８
０
８
）

武力攻撃やテロが発生、
または発生の可能性があるときは
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標
準
成
長
曲
線
を活

用
し
ま
し
ょ
う

　

乳
幼
児
健
診
、
園
や
学
校
で
行
わ
れ
る

身
体
計
測
。
こ
の
膨
大
な
デ
ー
タ
の
蓄
積

は
、
日
本
の
子
供
た
ち
の
健
康
づ
く
り
に

役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
と
し

て
「
標
準
成
長
曲
線
」
が
あ
り
ま
す
（
図

は
略
図
）。

萩
市
民
病
院  　

２
５
・
１
２
０
０

お
子
さ
ん
の
身
長
が
気
に
な
っ
た
ら･･･

　

成
長
曲
線
は
、
こ
ど
も
の
正
常
な
成

長
を
最
も
分
か
り
や
す
く
表
現
し
た
も
の

で
、
活
用
す
れ
ば
一
人
ひ
と
り
の
成
長
や

そ
の
異
常
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
手

近
な
も
の
で
は
、（
６
歳
ま
で
し
か
記
録

で
き
ま
せ
ん
が
）
お
子
さ
ん
の
母
子
手
帳

に
も
つ
い
て
い
ま
す
し
、
小
児
科
に
は
20

歳
ま
で
記
録
で
き
る
標
準
成
長
曲
線
が
置

い
て
あ
り
ま
す
。

医師：遠藤 久

成
長
障
害
を
見
つ
け

る
に
は

　

成
長
障
害
と
は
、
背
が

小
さ
い
（
低
身
長
）
あ
る

い
は
背
が
伸
び
な
い
（
背

の
伸
び
る
速
度
が
遅
い
）

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

あ
る
こ
ど
も
の
身
長
が

ど
れ
く
ら
い
高
い
か
、
低

い
か
を
表
す
た
め
に
、
そ

「
う
ち
の
子
は
、
よ
そ
の
子
と
比
べ
て
背
が
低
い
」
と
心
配
し
て
お
ら
れ
る
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん

方
も
少
な
く
な
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
お
子
さ
ん
自
身
も
、
園
や
学
校
で
身
長
順
に
並
ん

だ
時
に
、
い
つ
も
前
の
方
だ
と
気
に
し
た
り
、
悩
ん
だ
り
す
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
今
回
は
、「
低
身
長
（
成
長
障
害
）」
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

萩市民病院

（専門：小児科）

の
年
齢
で
の
平
均
身
長
か
ら
の
ず
れ
を
表

す
指
標
と
し
て
標
準
偏
差
（
Ｓ
Ｄ
）
が
用

い
ら
れ
ま
す
。

　

日
本
で
は
、年
齢
ご
と
の
身
長
の
平
均
値

と
標
準
偏
差
が
分
か
っ
て
お
り
、低
身
長
の

判
定
は
通
常
、
標
準
成
長
曲
線
に
記
入
し

た
点
が
マ
イ
ナ
ス
２
Ｓ
Ｄ
の
曲
線
よ
り
下

に
あ
る
か
ど
う
か
を
基
準
と
し
ま
す
。

　

同
じ
学
年
で
も
、
生
ま
れ
月
の
違
い
や

個
人
差
な
ど
に
よ
り
そ
の
時
の
成
長
の
度

合
い
は
異
な
り
ま
す
。
成
長
曲
線
を
描
く

際
に
は
「
何
歳
何
カ
月
で
何
cm
、
何
kg
」

と
い
う
細
か
い
数
字
を
き
ち
ん
と
書
き
込

む
こ
と
が
基
本
で
す
。

　

実
際
に
は
、
ま
ず
、
お
子
さ
ん
の
成
長

記
録
か
ら
な
る
べ
く
多
く
の
点
を
標
準
成

長
曲
線
に
記
入
し
、
線
で
つ
な
い
で
い
き

ま
す
。
そ
し
て
つ
な
い
だ
折
れ
線
の
傾
き

が
標
準
成
長
曲
線
に
比
べ
て「
横
に
寝
て
」

お
り
、
標
準
成
長
曲
線
の
レ
ー
ン
を
横
切

る
よ
う
で
あ
れ
ば
成
長
速
度
低
下
の
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
全
体
の
測
定
期
間
が
あ
ま
り

に
短
い
と
、
わ
ず
か
な
測
定
誤
差
が
目

立
っ
て
見
え
て
し
ま
う
た
め
６
〜
12
か
月

以
上
の
経
過
を
み
て
判
定
し
て
下
さ
い
。

成
長
障
害
の
原
因
は
？

　

低
身
長
に
は
骨
や
甲
状
腺
の
病
気
、
女

児
の
低
身
長
で
は
タ
ー
ナ
ー
症
候
群
と
い

う
病
気
や
そ
の
他
多
く
の
原
因
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
両
親
と
も
背
が
低
い
場
合
、

子
ど
も
の
背
も
低
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
の
身
長
が
気
に
な
っ
た
ら
、

成
長
曲
線
を
描
い
て
み
て
下
さ
い
。
そ
の

結
果
、
成
長
障
害
が
疑
わ
れ
る
場
合
、
か

か
り
つ
け
医
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

多
く
の
例
は
心
配
な
い
の
で
す
が
、
中

に
は
精
密
検
査
を
要
す
る
こ
と
が
あ
り
、

治
療
に
よ
り
背
の
伸
び
が
改
善
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

標 準 成 長 曲 線



市報HAGI●2007（平成19）年４月15日号 �

皆さんの意見をお寄せください！

３
歳
未
満
の
児
童
手
当
が
、一
律
１
万
円
に
変
わ
り
ま
す

萩
市
景
観
計
画（
素
案
）に
つ
い
て
、
昨

年
８
月
か
ら
市
内
各
地
で
住
民
事
業

者
等
へ
の
説
明
会（
42
回
）を
開
催
し
ま
し
た
。

　

説
明
会
で
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
踏

ま
え
、こ
の
度
萩
市
景
観
計
画
の
案
を
取
り
ま

と
め
ま
し
た
の
で
縦
覧
し
ま
す
。
ま
た
景
観

計
画（
案
）に
関
す
る
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
景
観
計
画（
案
）の
縦
覧

■
縦
覧
場
所　

ま
ち
な
み
対
策
課
、
各
総
合

事
務
所
施
設
課
、
支
所
・
出
張
所
（
萩
市
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
）

■
縦
覧
期
間　

４
月
16
日
（
月
）
〜
５
月
1

日
（
火
）
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

■
意
見
の
提
出
方
法　

縦
覧
し
て
意
見
の
あ

る
場
合
は
、
任
意
の
様
式
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
次
の
い
ず
れ
か

の
方
法
で
提
出
。

▽
持
参　

ま
ち
な
み
対
策
課
、
各
総
合
事
務

所
施
設
課

▽
郵
送　

〒
７
５
８
‐
８
５
５
５　

萩
市
ま

ち
な
み
対
策
課

▽
Ｆ
Ａ
Ｘ　

２
６・５
７
２
２

▽
メ
ー
ル m

achi-nam
i@

city.hagi.yam
a

guchi.jp

※
頂
い
た
意
見
は
十
分
に
検
討
し
、
こ
れ
に

対
す
る
市
の
考
え
方
は
後
日
、
縦
覧
場
所
で

公
表
し
ま
す
（
個
々
の
意
見
に
直
接
の
回
答

は
し
ま
せ
ん
）。

●
公
聴
会
の
開
催

■
と
き　

５
月
11
日（
金
）午
後
１
時
〜
５
時

■
と
こ
ろ　

市
役
所
大
会
議
室

■
公
述
人
（
公
聴
会
で
意
見
を
述
べ
る
人
）

の
資
格　

市
民
お
よ
び
景
観
計
画
（
案
）
に

係
る
利
害
関
係
者

■
公
述
の
申
込
方
法　

４
月
16
日（
月
）〜
５

月
１
日（
火
）に
、
ま
ち
な
み
対
策
課
備
え
付

け
の
公
述
申
出
書
に
、意
見
の
要
旨
、理
由
、住

所
、氏
名
を
記
入
の
う
え
、持
参
ま
た
は
郵
送

（
郵
送
の
場
合
は
4
月
27
日
の
消
印
有
効
）。

■
公
聴
会
の
傍
聴　

傍
聴
を
希
望
す
る
方

は
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
意
見
が
景
観
計
画
（
案
）
に
関
係
な
い
場

合
は
公
述
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

ま
ち
な
み
対
策
課
（
２
５・３
２
３
８
）

　

児
童
手
当
は
、
小
学
校
修
了

前
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

４
月
か
ら
、
児
童
手
当
法
が

改
正
さ
れ
、
子
育
て
世
帯
の

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た

め
、
３
歳
未
満
の
乳
幼
児
の
児

童
手
当
の
額
が
一
律
１
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

改
正
後
の
支
給
月
額

【
３
歳
未
満
】
一
律
１
万
円

（
今
ま
で
は
第
１
子
と
第
２
子
は
５
０

０
０
円
、
第
３
子
以
降
は
１
万
円
）

【
３
歳
以
上
】（
変
更
あ
り
ま
せ
ん
）

•
第
１
子
と
第
２
子
・
・
５
０
０
０
円

•
第
３
子
以
降
・
・
・
・
・
・
１
万
円

※
な
お
、
現
在
受
給
し
て
い
る
方
は
、

手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
保
育
園
・
幼
稚
園
の
園
庭
開
放

　

各
保
育
園
や
幼
稚
園
で
は
、
地
域
で

乳
幼
児
が
安
心
し
て
遊
べ
る
環
境
づ
く

り
と
し
て
、
園
庭
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

園
庭
開
放 

▽
市
内
各
保
育
園
▽
土
曜
日

の
午
後
、
日
曜
日
、
祝
日

園
舎
開
放　
▽
萩
幼
稚
園
（
２
２・０
７

７
５
）
▽
５
月
か
ら
月
１
〜
２
回
（
火
曜

日
）、
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

親
子
登
園　

▽
萩
光
塩
学
院
幼
稚
園

（
２
２・２
０
１
９
）
▽
６
月
か
ら
月
１
〜

２
回
、
午
前
９
時
50
分
〜
11
時
30
分

お
も
ち
ゃ
図
書
館
地
域
開
館　

▽
ふ
た

ば
園
児
童
部
（
２
２・２
８
７
７
）
▽
毎

週
火
曜
日
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

子
育
て
を
応
援
し
ま
す

◎
公
共
施
設
の
開
放

　

市
で
は
、
乳
幼
児
の
遊
び
の
場
お
よ

び
保
護
者
の
交
流
の
場
と
し
て
、
市
内

公
共
施
設
を
無
料
開
放
し
て
い
ま
す
。

◦
萩
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
毎
週
火
・
木

曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
）

◦
萩
市
須
佐
保
健
セ
ン
タ
ー
（
毎
週
水

曜
日
午
前
９
時
〜
正
午
）

◦
芸
能
芸
術
の
館
「
フ
レ
ン
ド
パ
ー
ク
」

（
毎
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
）

◦
萩
市
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
（
毎

週
月
曜
日
お
よ
び
毎
月
第
２・４
火
曜
日

を
除
く
毎
日  

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

30
分
）

萩市景観計画　の縦覧と公聴会を開催（案）

・
平
成
18
年
４
月
〜　

景
観
計
画
（
素
案
）
を
検
討

・
８
月
〜　

素
案
の
説
明
会
（
計
42
回
）

・
平
成
19
年
３
月　

景
観
計
画
（
案
）
の
取
り
ま
と
め

・
４
月
16
日
〜
５
月
１
日　

縦
覧

・
５
月
11
日　

公
聴
会

・
５
月
下
旬　

萩
市
都
市
景
観
審
議
会
、萩
市
都
市
計
画
審
議
会
に
諮
問

・
５
月
末　

告
示

・
12
月　

萩
市
景
観
計
画
の
運
用
開
始

経過と今後の
スケジュール（予定）

子
育
て
支
援
課（
２
５
・
３
５
３
６
）

各
総
合
事
務
所
健
康
福
祉
課

問い
合わせ

４ 月 か ら
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Ｖ
Ｏ
Ｌ
⑬

　

Ｖ
Ｏ
Ｌ
⑭

高
樹
の
ぶ
子
（
作
家
）

定
価
６
０
０
円
、Ａ
５
版
64
ペ
ー
ジ

　

内
務
省
地
理
局
、
農
商
務
省

山
林
局
の
技
術
官
吏
と
し
て
明

治
期
に
フ
ラ
ン
ス
の
ナ
ン
シ
ー

に
渡
り
、
ア
ー
ル
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー

の
巨
匠
エ
ミ
ー
ル
・
ガ
レ
に
多

大
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

　

萩
市
民
大
学
教
養
講
座
の
講

演
録
を
ベ
ー
ス
に
、
萩
が
生
ん

ブックレットシリーズ

萩ものがたり⑬⑭

■購読申込み・問い合わせ
萩ものがたり編集部（萩市広報課内）
電　話　０８３８–２５–３２３３
ＦＡＸ　０８３８ｰ２６–５４５８
E-mail　story@city.hagi.yamaguchi.jp

川
柳
中
興
の
祖

　
　
　
　
　

井
上
剣
花
坊

　

有
限
責
任
中
間
法
人
「
萩
も
の

が
た
り
」
で
は
、
後
世
に
語
り
継

ぐ
べ
き
萩
の
宝
物
、
ス
ト
ー
リ
ー

を
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
シ
リ
ー
ズ
「
萩

も
の
が
た
り
」
と
し
て
、
定
期
的

（
４
・
10
月
）に
出
版
し
て
い
ま
す
。

井
上
剣
花
坊
顕
彰
会

大
庭
政
雄　

監
修

定
価
６
０
０
円
、Ａ
５
版
72
ペ
ー
ジ

　

川
柳
を
民
衆
詩
と
し
て
文
芸

の
域
に
高
め
、
そ
の
精
力
的
な

活
動
で
「
川
柳
中
興
の
祖
」
と

呼
ば
れ
た
井
上
剣
花
坊
。
こ
の

川
柳
界
の
巨
人
が
、
萩
の
出
身

で
あ
る
こ
と
は
、
地
元
萩
市
民

の
間
で
も
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

前
半
は
、新
川
柳
界
の
総
帥

と
仰
が
れ
た
剣
花
坊
の
生
涯
を
、

後
半
で
は
、市
内
21
か
所
に
あ
る

剣
花
坊
の
句
碑
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。

発行

■
販
売
所　

市
役
所
本
庁
案
内

係
、
萩
博
物
館
、
萩
市
観
光
協

会
、
道
の
駅
・
萩
し
ー
ま
ー
と
、

明
屋
書
店
な
ど

■
郵
送
で
の
購
入　

萩
も
の
が

た
り
事
務
局
へ
電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
申
し
込
み

■
定
期
購
読
会
員　

年
会
費

２
０
０
０
円
で
年
間
４
冊（
４
・

10
月
発
行
）
を
定
期
配
本
。
定

価
割
引
の
特
典
が
あ
り
、
確
実

に
お
手
元
に
。
送
料
無
料
。

高
島
北
海 

Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｉ

萩
と
ナ
ン
シ
ー

【
既
刊
】
①
萩
の
椿
②
高
杉
晋
作

１
０
０
問
１
０
０
答
③
萩
開
府
ー

毛
利
輝
元
の
決
断
④
萩
ま
ち
じ
ゅ

う
博
物
館
⑤
松
陰
先
生
の
こ
と

ば
ー
今
に
伝
わ
る
志
⑥
密
航
留
学

生
「
長
州
フ
ァ
イ
ブ
」
を
追
っ
て

⑦
萩
と
日
露
戦
争
⑧
萩
の
巨
樹
・

古
木
⑨
吉
田
松
陰
と
現
代
⑩
萩
沖

の
魚
た
ち
⑪
萩
の
史
碑
⑫
山
田
顕

義
ー
法
治
国
家
へ
の
歩
み

萩を知ろう！ を楽しもう！ を伝えよう！萩萩

だ
偉
大
な
画
家
・
高
島
北
海
の

生
涯
を
辿
り
ま
す
。

老
齢
基
礎
年
金
の
額
に
は
算
入
さ

れ
ま
せ
ん
が
、
受
給
資
格
期
間
に

は
算
入
さ
れ
ま
す
。

■
対
象
者

　

大
学
・
大
学
院
・
短
大
・
高
等
学

校
・
高
等
専
門
学
校
・
専
修
学
校
・

各
種
学
校（
１
年
以
上
の
課
程
に

在
籍
し
て
い
る
方
に
限
る
）お
よ

び
そ
の
他
の
教
育
施
設（
夜
間
・
定

時
制
課
程
や
通
信
制
課
程
も
含

む
）に
在
学
し
、
学
生
本
人
の
所

得
が
一
定
額
以
下
で
あ
る
方

■
所
得
の
基
準
額

　

前
年
の
所
得
か
ら
社
会
保
険
料

控
除
額
等
を
控
除
し
た
後
の
金
額

が
、
１
１
８
万
円
＋
扶
養
親
族
の

数
×
38
万
円
以
下

■
持
参
品

　

年
金
手
帳
、学
生
証
の
写
し（
ま

た
は
在
学
証
明
書
）、
印
鑑
、
本

人
以
外
の
方
が
申
請
す
る
場
合
は

身
分
を
証
明
す
る
も
の

■
申
請
場
所

　

市
民
課
老
人
保
健
・
年
金
係
、

各
総
合
事
務
所
市
民
生
活
課
、
支

所
・
出
張
所

問
い
合
わ
せ

市
民
課　
　
（
２
５
・
３
２
３
９
）

　

国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人
は
、

20
歳
に
な
っ
た
ら
公
的
年
金
に
加

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し

て
い
な
い
方
は
、
国
民
年
金
に
加

入
し
保
険
料
の
納
付
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

学
生
の
方
に
つ
い
て
は
、
申
請

に
よ
っ
て
在
学
中
の
保
険
料
を
猶

予
す
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
学
生
納
付
特
例
制
度
】

　

学
生
の
方
で
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
場
合
は
、
申
請
し
て
承
認

さ
れ
れ
ば
、
在
学
期
間
中
の
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　

万
一
、
在
学
中
の
事
故
や
病

気
で
重
い
障
害
が
残
っ
た
と
し
て

も
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

申
請
に
よ
り
承
認
さ
れ
る
期
間

は
、
届
け
出
た
年
度
の
４
月
か
ら

翌
年
３
月
ま
で
と
な
り
、
毎
年
申

請
が
必
要
で
す
。

　

猶
予
さ
れ
た
保
険
料
は
、
10
年

以
内
で
あ
れ
ば
遡
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る

（
追
納
）
こ
と
が
で
き
ま
す
。
追

納
が
な
い
場
合
は
、
そ
の
期
間
は

国
民
年
金
の
学
生
納
付
特
例
制
度
を

　
　
　
　
　
　
　
　

ご
存
知
で
す
か

学生の
　 皆さん
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総
合
事
務
所
の
５
課
体
制
を
堅
持
し
つ
つ
、
経
済
お
よ
び
建
設
分
野
等
の
業
務
を

見
直
し
、
本
庁
へ
の
業
務
移
管
の
た
め
農
政
課
農
村
整
備
係
お
よ
び
土
木
課
土
木
係

を
そ
れ
ぞ
れ
２
係
体
制
と
し
て
総
合
事
務
所
か
ら
本
庁
へ
職
員
を
異
動
し
ま
し
た
。

　

本
庁
と
総
合
事
務
所
間
の
人
事
交
流
は
29
人
で
す
（
本
庁
か
ら
総
合
事
務
所
へ
６

人
、
総
合
事
務
所
か
ら
本
庁
へ
23
人
）。

※
保
育
園
、
学
校
給
食
お
よ
び
県
か
ら
の
派
遣
社
会
教
育
主
事
を
除
き
ま
す
。

①
地
域
調
整
課
を
廃
止
し
、
総
務
課
に
地
域
調
整
係
を
設
置

②
広
報
課
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
担
当
職
員
を
配
置

③
総
合
政
策
部
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
担
当
理
事
を
２
人
配
置

④
企
画
課
に
行
政
改
革
推
進
室
を
新
設

　

昨
年
策
定
し
た
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
く
行
財
政
改
革
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
検
討
し
ま
す
。

⑤
情
報
政
策
課
に
基
盤
整
備
係
を
設
置

⑥
企
業
誘
致・
起
業
・創
業
担
当
理
事
を
廃
止
し
、商
工
課
に
企
業
振
興
係
を
設
置

　

主
と
し
て
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
誘
致
等
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
現
時
点
で
は

極
め
て
困
難
な
状
況
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
を
廃
止
し
、
商
工
課
に
企
業
振
興
係
を
設

置
し
て
地
場
企
業
の
拡
大
等
の
支
援
を
図
り
ま
す
。

⑦
税
務
課
に
保
険
料
係
を
設
置

▽
保
健
福
祉
部
次
長
〈
地
域
医
療
推

進
担
当
〉・
国
民
健
康
保
険
川
上
診

療
所
長
（
国
民
健
康
保
険
川
上
診
療

所
長
）
佐
久
間
暢の
ぶ
お夫

部次長級

職
員
の
人
事
異
動
と

組
織
・
機
構
の
改
編

職
員
の
人
事
異
動
と

組
織
・
機
構
の
改
編

職
員
の
人
事
異
動
と

組
織
・
機
構
の
改
編

今
回
の
異
動
の
規
模
は
、
部
長
級
８
人
、部
次
長
級
９
人
、課
長
級
26
人
、課
長
補
佐
級
33

人
、係
長
級
67
人
、主
任
以
下
１
６
７
人
の
計
３
１
０
人
で
す
。
新
規
採
用
職
員
は
17
人

（
一
般
事
務
２
人
、情
報
処
理
１
人
、医
師
１
人
、看
護
師
７
人
、
病
院
シ
ス
テ
ム
管
理
１

人
、
再
任
用
５
人
）
で
、３
月
31
日
付
け
で
24
人
（
定
年
10
人
、
勧
奨
・
自
己
都
合
等
14
人
）

が
退
職
し
、総
職
員
数
は
１
０
２
３
人
と
昨
年
度
に
比
べ
13
人
減
少
し
ま
し
た
。

今
回
の
異
動
の
特
色
は
次
の
と
お
り
で
す
。

本
庁
と
総
合
事
務
所
間
の
業
務
分
担
の

見
直
し
に
重
点
を
置
い
た
異
動

▽
総
務
部
総
務
課
主
幹
〈
法
務
・
行

政
・
地
域
調
整
担
当
〉・
総
務
課
長

補
佐
〈
法
務
・
行
政
担
当
〉（
総
務

部
総
務
課
長
補
佐
）
田
中
慎
二

▽
総
合
政
策
部
企
画
課
長
・
行
政
改
革
推

進
室
長
・
大
学
支
援
推
進
室
長
（
総
務
部

財
政
課
主
幹
）
弘
中
保

▽
市
民
部
環
境
衛
生
課
主
幹
・
環
境
衛
生

課
長
補
佐
〈
環
境
管
理
・
生
活
環
境
担
当
〉

（
建
設
部
土
木
課
主
幹
）
上
田
秀
男

▽
保
健
福
祉
部
健
康
増
進
課
長
・
保
健
セ

ン
タ
ー
所
長（
市
民
部
環
境
衛
生
課
主
幹
）

佐
古
紀
美
子

▽
保
健
福
祉
部
地
域
医
療
推
進
課
長
（
保

健
福
祉
部
健
康
増
進
課
長
）
髙こ
う
じ
ゅ壽
良
行

▽
市
民
病
院
診
療
部
医
局
医
長
（
新
任
）

河
端
哲
也

▽
農
林
部
農
政
課
主
幹
〈
農
村
整
備
担

当
〉・
農
政
課
長
補
佐
〈
農
村
整
備
担
当
〉

（
福
栄
総
合
事
務
所
経
済
課
長
補
佐
）佐
々

木
康
典

▽
商
工
観
光
部
次
長
〈
商
工
担
当
〉（
総

合
政
策
部
副
理
事
：
企
業
誘
致
・
起
業
・

創
業
担
当
）
佐
伯
功

▽
上
下
水
道
部
次
長
〈
水
道
工
務
担
当
〉・

水
道
工
務
課
長
（
上
下
水
道
部
水
道
工
務

課
長
）
國
光
道み
ち
の
り規

▽
む
つ
み
総
合
事
務
所
次
長
・
市
民
生
活

課
長
・
健
康
福
祉
課
長
・
福
祉
事
務
所
む

つ
み
分
室
健
康
福
祉
課
長
・
会
計
課
む
つ

み
分
室
長
（
総
務
部
次
長
）
中
野
昭
二

▽
須
佐
総
合
事
務
所
次
長
・
健
康
福
祉
課

長
・
市
民
生
活
課
長
・
福
祉
事
務
所
須
佐

分
室
健
康
福
祉
課
長
・
保
健
福
祉
部
東
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
（
須
佐
総
合

事
務
所
健
康
福
祉
課
長
）
伊
藤
正ま
さ
ひ
さ久

▽
副
会
計
管
理
者
・
会
計
課
長
（
出
納
局

次
長
）
木
下
要
二

▽
旭
総
合
事
務
所
次
長
・
健
康
福
祉
課
長
・

旭
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
・
福
祉
事
務
所
旭

分
室
健
康
福
祉
課
長
（
佐
々
並
支
所
長
）

兼か
ね
つ
ね常
利
惠

課長級 ▽
消
防
本
部
消
防
次
長
〈
消
防
署
担
当
〉・

消
防
署
長
（
消
防
本
部
予
防
課
長
）
田
中

寛か
ん
じ治

１
組
織
・
機
構
の
改
編
等

２
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税
お
よ
び
保
険
料
の
賦
課
業
務
の
一
元
化
と
、
確
定
申
告
の
受
付
体
制
の
強
化
を

図
り
ま
す
。

⑧
東
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
保
健
福
祉
部
に
移
管

⑨
会
計
管
理
者
を
設
置

　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
る
収
入
役
制
度
の
廃
止
に
伴
い
、
会
計
管
理
者
を
設
置

し
、
出
納
局
を
廃
止
し
ま
し
た
。

⑩
佐
々
並
分
遣
所
を
新
設

　

旭
・
川
上
地
域
に
お
け
る
迅
速
な
救
急
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

部長級

※
（　

）
内
は
前
任

総
合
政
策
部
理
事
・

国
体
準
備
室
長（
市
民
部
長
）

総
合
政
策
部
理
事

（
出
納
局
長
）

出
い づ わ

羽　仁史山根　道生

市
民
部
長

（
総
合
政
策
部
理
事
）

旭
総
合
事
務
所
長・教
育
委
員

会
事
務
局
旭
地
域
事
務
所
長

（
総
合
政
策
部
理
事
：
企
業

誘
致
・
起
業
・
創
業
担
当
） 伊藤　富

よしのぶ

之吉村　秀之

▽
農
林
部
林
政
課
主
幹
・
林
政
課
長
補
佐

（
建
設
部
用
地
課
長
補
佐
）
片
山
博
志

▽
商
工
観
光
部
観
光
課
長
（
総
合
政
策
部

企
画
課
長
補
佐
）
小
川
政
則

▽
建
設
部
建
築
課
主
幹
〈
住
宅
管
理
・
指

導
担
当
〉・
建
築
課
長
補
佐
〈
住
宅
管
理
・

指
導
担
当
〉（
農
林
部
農
政
課
主
幹
）
三

好
清
人

▽
上
下
水
道
部
下
水
道
建
設
課
主
幹
〈
生

活
排
水
担
当
〉・
下
水
道
建
設
課
長
補
佐

〈
生
活
排
水
担
当
〉（
総
合
政
策
部
市
民
活

動
推
進
課
主
幹
）
山
本
忠た
だ
と
ら虎

▽
兼
ね
て
会
計
課
川
上
分
室
長
（
川
上
総

合
事
務
所
市
民
生
活
課
長
）
白
石
昭あ
き
ひ
と人

▽
兼
ね
て
川
上
総
合
事
務
所
経
済
課
長

（
川
上
総
合
事
務
所
施
設
課
長
）
阿
部
学

▽
須
佐
総
合
事
務
所
経
済
課
長
・
施
設
課

長
（
須
佐
総
合
事
務
所
市
民
生
活
課
長
）

田
嶋
和
男

▽
佐
々
並
支
所
長
・
建
設
部
ま
ち
な
み
対

策
課
主
幹
（
商
工
観
光
部
商
工
課
主
幹
）

佐
内
忠
治

▽
教
育
委
員
会
事
務
局
総
務
課
長
・
総
合

政
策
部
図
書
館
・
児
童
館
建
設
準
備
室
主

幹
（
商
工
観
光
部
観
光
課
長
）
植
山
幸
三

▽
教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
教
育
課
長

（
指
導
主
事
）（
下
関
市
立
夢
が
丘
中
学
校

長
）
新
川
美よ
し
み水

▽
教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
教
育
課
主
幹

（
指
導
主
事
）（
教
育
委
員
会
事
務
局
学
校

教
育
課
長
補
佐
）
月
つ
き
な
り成

庄
造

▽
吉
部
公
民
館
長
・
教
育
委
員
会
事
務
局

※
課
長
級
以
上
で
所
属
に
異
動
が
あ
っ
た

職
員
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

む
つ
み
地
域
事
務
所
主
幹
・
む
つ
み
Ｂ
＆

Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
所
長
・
む
つ
み
生
涯
学

習
資
料
館
長
（
む
つ
み
総
合
事
務
所
健
康

福
祉
課
長
）
山
本
泰や
す
し司

▽
兼
ね
て
須
佐
図
書
館
長
（
須
佐
公
民
館

長
）
吉
田
満

▽
消
防
本
部
警
防
課
長
（
消
防
署
主
幹
・

消
防
署
副
署
長
・
弥
富
出
張
所
長
・
紫
福

分
遣
所
長
）
田
村
幸
一
郎

▽
消
防
本
部
予
防
課
長
（
消
防
本
部
警
防

課
長
）
大
嶋
昇

▽
消
防
署
主
幹
・
消
防
署
副
署
長
・
弥
富

出
張
所
長
・
紫
福
分
遣
所
長
・
佐
々
並
分

遣
所
長
（
消
防
署
主
幹
・
消
防
本
部
警
防

課
通
信
指
令
室
長
）
井
町
善
満

▽
消
防
署
主
幹
・
消
防
本
部
警
防
課
通
信

指
令
室
長
（
消
防
署
第
１
小
隊
長
）
西
村

悦
夫

◦
藤
本
肇
（
旭
総
合
事
務
所
長
）

◦
大
崎
弘
美
（
消
防
本
部
消
防
長
）

◦
岡
村
博
章（
む
つ
み
総
合
事
務
所
次
長
）

◦
児
玉
寿ひ
さ
よ
し
吉
（
須
佐
総
合
事
務
所
次
長
）

◦
杉
山
幹み
き
ひ
ろ
洋
（
旭
総
合
事
務
所
次
長
）

◦
阿
部
徹（
川
上
総
合
事
務
所
経
済
課
長
）

◦
山
根
登
（
吉
部
公
民
館
長
）

◦
大
長
義
幸
（
須
佐
総
合
事
務
所
施
設
課

長
）

退
職
者
（
課
長
級
以
上
）

女
性
職
員
の
登
用

３
会
計
管
理
者

（
教
育
委
員
会
事
務
局
参
事
）山中　伸彦

消
防
本
部
消
防
長

（
消
防
署
長
）

中屋　健司

併
総
合
政
策
部
図
書
館
・

児
童
館
建
設
準
備
室
長

（
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育

次
長
）
田
邊
信
ま
こ
と

　

女
性
職
員
の
管
理
職
等
へ
の
登
用
は
、

部
次
長
級
昇
格
者
１
人
、
課
長
補
佐
級
昇

格
者
２
人
、
係
長
級
昇
格
者
１
人
。

※
女
性
事
務
職
員
の
部
次
長
級
登
用
は
初
。

副市長

瀧口　治
はるあき

昭
　地方自治法の改正に
よる助役制度の見直し
により、従来の助役が
副市長となりました。
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文
化
財
探
検

　

３
月
24
日
、
萩
博
物
館
体
験
学
習
室
で
小
学

生
16
人
が
萩
城
外
堀
の
発
掘
調
査
現
場
か
ら
掘

り
出
さ
れ
た
出
土
品
の
整
理
作
業
を
体
験
し
ま

し
た
。

　

①
土
器
の
か
け
ら
を
洗
う
、
②
小
さ
な
文
字

を
直
接
土
器
に
書
き
込
む
、
③
た
く
さ
ん
の
か

け
ら
を
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
の
よ
う
に
組
み
合
わ
せ

る
、
④
寛
永
通
宝
の
拓
本
を
と
る
。
盛
り
だ
く

さ
ん
の
内
容
に
子
供
た
ち
は
ま
さ
に
ワ
ク
ワ
ク
、

ド
キ
ド
キ
。
ふ
だ
ん
目
に
す
る
こ
と
の
な
い
江

戸
時
代
の
出
土
品
に
直
接
触
れ
、
３
０
０
年
前

の
萩
城
城
下
町
を
垣
間
見
た
よ
う
で
す
。

萩
の
お
酒
を
楽
し
む

萩
の
酒
ま
つ
り

マグロ職人の華麗な手さばきに見とれます

わ
く
わ
く 

ド
キ
土
器

　

３
月
17
日
、
千
春
楽
・
味
楽
亭
で
「
萩
の

酒
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
約
２
２
０
人
が

萩
の
地
酒
と
地
元
食
材
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
の
第
１
部
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
利

き
酒
競
技
会
に
替
わ
り
、
今
年
は
、
萩
市
と

阿
武
町
内
の
醸
造
所
の
参
加
に
よ
る
新
酒
の

試
飲
会
が
開
か
れ
、
新
酒
の
香
り
と
出
来
栄

え
を
味
わ
い
ま
し
た
。
第
２
部
の
「
酒
と
肴

を
楽
し
む
会
」
で
は
、
マ
グ
ロ
の
刺
身
や

に
ぎ
り
寿
司
に
は
行
列
が
で
き
、
真
ふ
ぐ
や

マ
グ
ロ
な
ど
萩
の
新
鮮
な
魚
介
類
を
肴
に
し

て
、
萩
の
お
酒
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ふ
ぐ
の
女
王「
真
ふ
ぐ
」を
Ｐ
Ｒ

　

３
月
25
日
、
県
漁
協
萩
地
方
卸
売
市
場
・

道
の
駅
「
萩
し
ー
ま
ー
と
」
で
開
催
さ
れ
、

お
刺
身
を
始
め
、
ミ
ガ
キ
（
有
毒
部
を
除
去

し
た
も
の
）、
唐
揚
げ
、
駅
弁
の
特
売
な
ど

が
行
わ
れ
、
約
１
万
１
０
０
０
人
の
来
場
者

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

特
に
、
直
径
約
１
ｍ
の
大
絵
皿
に
菊
盛
り

し
た「
真
ふ
ぐ
の
お
刺
身
無
料
試
食
」の
コ
ー

ナ
ー
に
は
長
い
行
列
が
で
き
ま
し
た
。

　

同
日
、
田
町
商
店
街
で
は
真
ふ
ぐ
を
Ｐ
Ｒ

す
る
「
ど
っ
ち
も
料
理
し
よ
う
」
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

３
月
20
日
、
萩
国
際
大
学
の
卒
業
式
が
行

わ
れ
、
国
際
学
科
５
人
と
経
営
情
報
学
科
19

人
の
合
わ
せ
て
24
人
（
う
ち
中
国
人
留
学
生

20
人
）
が
学
び
舎
を
巣
立
ち
ま
し
た
。

　

卒
業
生
を
代
表
し
て
山
根
久
美
子
さ
ん

が
、「
異
国
の
友
人
が
で
き
、
あ
い
さ
つ
が

心
と
心
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
と
な
り
、
中
国
・

韓
国
と
日
本
の
距
離
を
縮
め
て
く
れ
ま
し

た
」
と
学
生
生
活
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
社
会
福
祉
系
の
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ

ン
学
部
を
新
設
し
、
校
名
も「
山
口
福
祉
文

化
大
学
」に
改
称
さ
れ
る
た
め
、
萩
国
際
大

学
と
し
て
は
最
後
の
卒
業
式
と
な
り
ま
し
た
。

萩
国
際
大
学 

卒
業
式

萩
の
真
ふ
ぐ
祭
り

ふ
ぐ
の
女
王「
真
ふ
ぐ
」を
Ｐ
Ｒ
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中
国
四
国
農
政
局
で
は
、
国
営
土
地
改
良

地
区
で
、
技
術
・
経
営
面
か
ら
創
意
工
夫

を
こ
ら
し
て
、
事
業
推
進
に
著
し
く
功
績
の

あ
っ
た
方
や
団
体
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

３
月
５
日
、
営
農
推
進
功
労
者
表
彰
式
が

行
わ
れ
、
農
事
組
合
法
人
「
こ
ぶ
し
」（
代

表
理
事 
吉
岡
烝あ
つ
し）
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

法
人
の
組
織
化
で
、
効
率
的
な
農
業
経
営

を
実
現
し
、
新
規
作
物
の
飼
料
稲
や
ト
マ
ト

栽
培
に
よ
る
経
営
改
善
、
水
稲
の
湛た
ん
す
い
ち
ょ
く
は

水
直
播

技
術
導
入
に
よ
る
労
働
時
間
の
短
縮
な
ど
の

取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

農
事
組
合
法
人
「
こ
ぶ
し
」
営
農
推
進
功
労
者
表
彰
むつみ

　

４
月
２
日
、萩
港
に
外
国
客
船「
ス
ピ
リ
ッ

ト
オ
ブ
オ
セ
ア
ヌ
ス
」
が
寄
港
し
ま
し
た
。

　

オ
セ
ア
ヌ
ス
号
は
、
バ
ハ
マ
船
籍
で
総
ト

ン
数
４
２
０
０
ｔ
の
客
船
。
今
年
３
月
〜
11

月
ま
で
12
回
萩
に
寄
港
す
る
予
定
で
、
今
回

は
ア
メ
リ
カ
人
を
中
心
に
約
１
０
０
人
の
乗

客
が
来
萩
。

　

乗
客
の
皆
さ
ん
は
、
マ
リ
ー
ナ
萩
横
の
イ

ベ
ン
ト
広
場
で
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
を
受
け
た

後
、
萩
の
観
光
ツ
ア
ー
を
楽
し
み
、
夕
方
に

は
韓
国
の
蔚
山
広
域
市
に
向
け
て
出
航
し
ま

し
た
。

海
か
ら
の
観
光

外
国
客
船
が
寄
港

萩
阿
武
商
工
会 

誕
生
!

　

４
月
２
日
、
萩
阿
武
商
工
会
の
開
所
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
田
万
川
町
商
工
会
、
須
佐

町
商
工
会
、
阿
武
町
商
工
会
が
合
併
、
会
員

数
は
３
８
３
事
業
所
。
本
所
は
、
支
所
を
兼

ね
、
旧
田
万
川
町
商
工
会
に
置
か
れ
、
他
は

支
所
に
な
り
ま
す
。

　

式
で
は
、
谷 

強
つ
よ
し

会
長
が
「
合
併
を
機
に

組
織
強
化
を
図
り
、
３
地
域
の
商
工
業
界
の

経
済
団
体
と
し
て
、
経
営
改
善
普
及
事
業
の

更
な
る
浸
透
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地
域
経

済
の
発
展
の
た
め
、
商
工
業
者
を
始
め
、
地

域
の
皆
様
と
共
に
一
致
団
結
し
て
頑
張
り
た

い
」
と
述
べ
、
会
の
発
展
を
祝
い
ま
し
た
。

全
国
大
会
入
賞
お
め
で
と
う

◎
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ

武
術
太
極
拳
大
会（
４
月
７
〜
８
日　

愛
知
県
）

【総合太極拳】

（萩高校２年）
小林　富

とみい
【24 式太極拳】

（萩東中３年）
松村　和

かずまさ

真

　

萩
市
の
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
４
月
１
日

付
で
法
務
大
臣
か
ら
次
の
方
が
新
た
に
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。
家
庭
内
の
も
め
ご
と
、
不
当
な
差

別
・
要
求
、
人
権
に
関
わ
る
相
談
、
生
活
上
の

障
害
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
人
権
推
進
室

２
５
・
３
１
３
１
（
内
線
２
８
４
）

新
し
い
人
権
擁
護
委
員

須佐地域　仁保優子
（08387・6・3214）

（新任）
川上地域　厚東英雄

（54・2358）（再任）

※小林さんは、６月に韓国で開催される第4回
アジアジュニア武術選手権大会に出場します。

優 勝３位
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大
正
10
年
に
発
行
さ
れ
た
長
門

峡
の
写
真
帳
が
見
つ
か
り
ま
し

た
。発
行
元
は
長
門
峡
保
勝
会
で
、

高
島
北
海
が
長
門
峡
を
開
発
し
た

際
に
、
探
勝
道
路
の
設
置
や
そ
の

資
金
を
集
め
る
た
め
の
団
体
と
し

て
、大
正
９
年
に
発
足
し
ま
し
た
。

　

こ
の
写
真
帳
は
北
海
の
撮
影

し
た
写
真
25
枚
に
説
明
書
を
付
け

て
、
長
門
峡
を
宣
伝
す
る
た
め
に

発
行
さ
れ
た
も
の
で
す
。
す
で
に

80
年
以
上
経
過
し
て
い
ま
す
が
、

今
で
も
写
真
は
鮮
明
で
す
。

川上

大
正
の「
長
門
峡
写
真
帳
」見
つ
か
る

洞
道（
ト
ン
ネ
ル
）の
向
こ
う
に
見
え
る
の
は
北
海
た
ち
？

椿
橋
完
成

　

３
月
30
日
、
田
万
川
に
架
か
る
新
「
椿
橋
」

が
開
通
し
ま
し
た
。

　

こ
の
橋
は
、
田
万
川
地
域
の
交
通
上
、
小
川

と
江
崎
を
結
ぶ
重
要
な
橋
で
、
江
戸
時
代
の
絵

図
に
も
同
じ
場
所
に
木
橋
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

旧
「
椿
橋
」
は
大
正
９
年
に
架
橋
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
38
年
に
左
岸
側
が
追
加
架
橋
さ
れ
た
も
の

の
、
幅
が
狭
い
上
、
歩
道
も
無
く
、
老
朽
化
も

進
ん
で
い
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
県
事
業
と
し
て
平
成
15
年
度
か
ら

４
年
間
か
け
て
、
新
し
い
「
椿
橋
」
が
架
橋
さ

れ
ま
し
た
。
総
事
業
費
５
億
８
８
０
０
万
円

新
校
舎
を
見
学

　

３
月
25
日
、
校
舎
の
老
朽
化
に
よ
り
、

平
成
17
年
度
か
ら
改
築
工
事
を
進
め
て
き

た
育
英
小
学
校
の
校
舎
完
成
に
伴
い
、
新

校
舎
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
公
開
す
る
施
設

見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

見
学
会
に
は
、
地
域
内
外
か
ら
約
１
１

０
人
が
訪
れ
、
地
域
産
木
材
の
香
り
漂
う

広
々
と
し
た
開
放
的
な
造
り
の
新
校
舎
に

驚
い
て
い
ま
し
た
。
ま
た
礼
儀
作
法
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
礼
法
室
で
は
、
お
茶
の

接
待
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
お
も
て
な
し

を
う
け
て
、
見
学
会
を
満
喫
し
ま
し
た
。

石
風
呂
も
体
験
し
た
よ

　

身
近
に
あ
る
歴
史
遺
産
や
自
然
等
の
「
お
た

か
ら
」
に
接
す
る
こ
と
で
、
地
区
の
魅
力
を
再

認
識
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
、
佐
々
並
地
区
を
舞
台

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
16
日
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
合
掌

造
り
で
有
名
な
岐
阜
県
白
川
村
の
三
島
俊
樹
氏

を
招
い
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

17
日
は
、
日ひ

な

せ
南
瀬
の
石
風
呂
で
、
地
元
の
方

の
心
づ
く
し
の
昼
食
と
石
風
呂
体
験
を
楽
し
ん

だ
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
コ
ー
ス
で
お

た
か
ら
探
し
を
行
い
ま
し
た
。

〜
萩
お
た
か
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
〜

〜
礼
法
室
で
作
法
を
学
ぶ
〜

田万川

須佐

旭
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萩焼即売、萩焼ろくろ体験（１人 2,500 円、
会場で受付）、萩焼いろいろ展（萩焼出店者

萩焼
まつり

５月１日（火）〜５日（土・祝）
午前９時〜午後５時30分 市民体育館

萩商工会議所（２５・３３３３）
萩焼まつり会場（２６・８３２７）ｉ

内容

の萩焼を展示、来場者の投票により作品を抽選プレ
ゼント）、萩特産品販売、飲食コーナー

　伝統の萩焼が
一堂に集結する

「萩焼まつり」。
土と炎が織り成
す陶芸の祭典に
ぜひおこしくだ
さい。

薄茶４席（表千家千萩会、裏千家淡交会萩支
部、遠州流萩支部、小堀遠州流萩支部）、琴・

萩
大茶会

５月３日（木・祝）〜４日（金・祝）
午前10時〜午後３時

萩城跡指月公園、旧厚狭毛利家
萩屋敷長屋（堀内）、萩博物館

観光課（２５・３１３９）ｉ

内容

尺八の演奏、生け花展
●茶券／【前売券】４席券 2,000 円、２席券 1,100 円
　【当日券】１席券 600 円
●茶券販売所／市観光課、萩市観光協会、萩商工会議
所、萩温泉旅館協同組合、萩博物館

　萩焼とともに、
古くから市民に親
しまれている萩の
茶の湯文化を紹
介。和の似合う萩
の町で、一服のお
茶をお楽しみくだ
さい。

５月３日（木・祝）〜４日（金・祝）　午前９時〜午後４時
ＪＲ須佐駅前広場
●内容／須佐焼の展示販売、ろくろ体験、須佐焼づく
り、須佐特産赤米のリースづくり、ハーブティー無料
サービス等

須佐観光協会（０８３８７・６・２２１９）

須佐焼ふれあいまつり

５月３日（木・祝）　 午前９時40分〜午後３時
こども遊園地周辺（本村定期船のりば隣）
●内容／特産品即売、味自慢コーナー（うにめし・
サザエのつぼ焼きなど）

見島支所内見島観光協会（２３・３３１１）

見島島びらきまつり

　参勤交代の宿として栄え、現在も石州赤瓦のまち
なみが映える明木市。伝統の技法を受け継いだ郷土
の味と県内外の伝統工芸品・絵画・彫刻など技の数々。
５月３日（木・祝）〜４日（金・祝）

午前10時〜午後５時（４日は午後４時まで）
乳母の茶屋と周辺民家（明木市）
●内容／切り絵（上田豊治）と地蔵画の作品展、絵画・
彫刻の展示、伝統工芸品展示販売、地元特産品販売、
飲食コーナー等

萩往還工芸まつり実行委員会（５５・０８１７）内村

萩往還まつり「技・明木展」

５月３日（木・祝）〜５日（土・祝）　午前９時〜午後４時
道の駅「ゆとりパークたまがわ」
●内容／３日：ロス・アミーゴスのフラメンコショー、
サマーオレンジーズ演奏、５日：お笑い・歌謡・和太鼓
ショー、もちまき、３〜５日：手作り弁当・もち販売、
フリーマーケット、えびね蘭展示即売等

ゆとりパークたまがわ（０８３８７・２・１１５０）

道の駅「ゆとりパークたまがわ」
つつじまつり

５月５日（土・祝）　午前 10 時〜午後３時
須佐湾エコロジーキャンプ場（須佐まてかた）
●内容／ちびっ子運動会、のど自慢大会、おしるこ無
料サービス、イカ焼き・サザエのつぼ焼き販売、リサ
イクルバザー、石のアート等

須佐湾エコロジーキャンプ場
　（０８３８７・６・２７２７）

須佐エコロジーキャンプ場まつり

ゴールデンウィーク 萩のお出かけ情報
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不
要
品
活
用
銀
行

■
お
ゆ
ず
り
し
ま
す　

テ
レ
ビ　

五
月
人
形　

ス
チ
ー
ム
ク

リ
ー
ナ
ー　

食
器
乾
燥
機　

ス
キ
ー

板　

学
習
机　

椅
子　

座
椅
子　

本

棚　

お
し
り
ふ
き
ウ
ォ
ー
マ
ー　

ベ

ビ
ー
モ
ニ
タ
ー　

こ
た
つ
テ
ー
ブ
ル

レ
コ
ー
ド　

電
動
起
立
補
助
椅
子　

食
器
棚　

14
イ
ン
チ
ス
タ
ッ
ド
レ
ス

タ
イ
ヤ　

フ
ジ
ひ
き
の
ば
し
機　

婦

人
用
礼
服　

ベ
ー
ス
用
ス
ピ
ー
カ
ー

加
湿
器　

温
風
ヒ
ー
タ
ー　

ベ
ッ
ド

高
俣
分
校
女
子
ジ
ャ
ー
ジ　

外
付
Ｄ

Ｖ
Ｄ
ド
ラ
イ
ヴ

■
お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い　

制
服
・
体
操
服（
萩
東
中
男
子
、高
俣

分
校
女
子
）　

ス
テ
レ
オ　

カ
メ
ラ

（
望
遠
）　

大
人
用
三
輪
車　

チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト　

ベ
ビ
ー
カ
ー　

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー　

下
駄
箱　

パ
ソ
コ

ン　

子
供
服（
園
児
・
小
学
生
）　

は

か
り　

ラ
ジ
オ　

プ
リ
メ
イ
ン
ア
ン

プ　

自
転
車　

剣
道
は
か
ま　

テ
レ

ビ　

折
り
た
た
み
机

◆
登
録
は
６
か
月
間
。登
録
者
と
直

接
交
渉
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。希
望

者
は
、ま
ず
広
報
課（
２
５
・
３
１
７

８
）へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
成
立
し

た
場
合
や
登
録
を
取
り
消
さ
れ
る
場

合
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

指
定
ご
み
袋
の
無
料
配
布

　

平
成
19
年
度
も
４
月
末
ま
で
に

市
指
定
ご
み
袋
を
各
世
帯
に
無
料

配
布
し
ま
す
。

　

配
布
枚
数
は
、１
世
帯
に
つ
き
、

燃
や
せ
る
ご
み
30
枚
、
燃
や
せ
な

い
ご
み
５
枚
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装
15
枚
で
す
。
な
お
、
見

島
、
大
島
の
方
は
燃
や
せ
る
ご
み

30
枚
、
燃
や
せ
な
い
ご
み
15
枚
、

ご
み
収
集
券
５
枚
で
す
。

　

無
料
配
布
し
た
ご
み
袋
は
、
環

境
衛
生
課
、
各
総
合
事
務
所
、
支

所
・
出
張
所
の
窓
口
で
希
望
の
種

類
と
交
換
し
ま
す
。

■
交
換
単
位　

外
袋
が
未
開
封
の

も
の
で
５
枚
ま
た
は
10
枚
単
位

■
交
換
期
間　

５
月
31
日
ま
で

※
こ
れ
以
降
の
交
換
は
行
い
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

環
境
衛
生
課

　
　
　
　
　
（
２
５
・
３
１
４
６
）

排
水
設
備
指
定
工
事
店
お

よ
び
生
活
排
水
処
理
施
設

設
置
指
定
工
事
店
の
新
規

指
定

　

次
の
業
者
が
新
た
に
指
定
工
事

店
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　

排
水
設
備
工
事
お
よ
び
生
活
排

水
処
理
施
設
を
設
置
す
る
と
き

は
、
必
ず
市
の
指
定
工
事
店
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

排
水
設
備
指
定
工
事
店

○
国
田
工
業
㈱
（
山
口
市 

０
８
３
・
９
２
２
・
０
６
０
０
）

○
㈲
砂
川
工
業
（
土
原
２
区
の
２

２
４
・
５
３
６
６
）

○
雄
広
設
備
（
越
ヶ
浜
１
区
の
１ 

２
６
・
８
０
３
０
）

○
㈱
テ
ク
ノ
ア
ー
ス
（
吉
部
下　

０
８
３
８
８
・
６
・
０
３
２
０
）

生
活
排
水
処
理
施
設
設
置
指
定
工

事
店

○
㈱
テ
ク
ノ
ア
ー
ス
（
吉
部
下　

０
８
３
８
８
・
６
・
０
３
２
０
）

問
い
合
わ
せ

下
水
道
建
設
課　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
（
２
５
・
４
６
５
１
）

第
３
日
曜
日
は「
家
庭
の
日
」

〜
家
族
と
一
緒
に

        

す
ご
し
ま
し
ょ
う
〜

　

家
庭
は
、
子
ど
も
た
ち
が
社
会

性
の
基
本
を
最
初
に
身
に
つ
け
る

場
で
あ
る
と
同
時
に
、
心
安
ら
ぐ

大
切
な
場
所
で
す
。

　

萩
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
で

は
、
毎
月
第
３
日
曜
日
を
「
家
庭

の
日
」
と
し
て
家
族
の
絆
の
大
切

さ
を
皆
さ
ん
に
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。
忙
し
い
中
に
あ
っ
て
も
、
月

に
一
度
、
家
族
の
絆
を
深
め
る
機

会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

第
３
日
曜
日
に
は

○
家
族
み
ん
な
で
話
し
合
い
や
だ

ん
ら
ん
の
時
間
を
持
ち
ま
し
ょ

う
。

○
家
族
み
ん
な
で
食
事
を
す
る
機

会
を
持
ち
ま
し
よ
う
。

○
家
族
の
中
で
家
事
な
ど
の
役
割

を
分
担
し
ま
し
ょ
う
。　

○
家
族
で
行
事
や
ス
ポ
ー
ツ
に
参

加
し
ま
し
ょ
う
。

○
家
族
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
社
会

参
加
活
動
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
（
２
６
・
５
６
３
６
）

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法

に
基
づ
く
縦
覧

■
縦
覧
期
間　

５
月
1
日
（
火
）

ま
で
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
）

■
縦
覧
場
所　

商
工
課
、
各
総
合

事
務
所
経
済
課

■
縦
覧
内
容　

椿
東
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
パ
ー
ク
（
ヤ
マ
ダ
電
機
）
の
出

店
に
伴
う
市
の
意
見

問
い
合
わ
せ

商
工
課　
　
（
２
５
・
３
１
０
８
）
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土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ

く
現
地
調
査

　

県
で
は
、「
土
砂
災
害
警
戒
区

域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対

策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」（
土

砂
災
害
防
止
法
）
に
基
づ
き
、
土

砂
災
害
の
発
生
の
恐
れ
の
あ
る
箇

所
に
つ
い
て
の
現
地
調
査
を
昨
年

度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
萩
・
田
万
川
・
須
佐
・

福
栄
地
域
で
実
施
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

現
地
調
査
は
、原
則
と
し
て
道
路

や
河
川
敷
等
か
ら
行
い
、調
査
員
は
、

身
分
証
明
書
を
携
行
し
ま
す
。　

　

私
有
地
へ
の
立
ち
入
り
が
必
要

な
場
合
に
は
、
各
町
内
会
と
協
議

の
う
え
、
実
施
す
る
予
定
で
す
。

■
調
査
期
間　

４
月
15
日
〜
７
月

末
ま
で
の
午
前
８
時
〜
午
後
６
時

（
予
定
）

■
調
査
区
域　

萩
地
域（
椿
東
・

椿
・
山
田
・
三
見
・
大
井
の
一
部
、

大
島
、
相
島
、
見
島
）、
田
万
川

地
域（
上
田
万
・
下
田
万
の
一
部
、

上
小
川
東
分
、
上
小
川
西
分
、
中

小
川
、
下
小
川
）、
須
佐
地
域（
須

佐
）、福
栄
地
域（
福
井
下
の
一
部
、

黒
川
、
紫
福
）

問
い
合
わ
せ　
　
　
　
　
　

山
口
県
萩
土
木
建
築
事
務
所

　
　
　
　
　
（
２
２
・
０
０
８
４
）

寄
付

◯
堀
卓
己
氏
（
三
見
）
か
ら
、
三

見
中
学
校
に
、
サ
ク
ラ
１
本
、
萩

焼
陶と
う
ひ碑

の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

◯
有
限
会
社
ア
サ
萩
（
代
表
取
締

役　

藤
山
光
雄
）
か
ら
、
学
校
教

育
の
た
め
に
、週
刊
「
人
間
国
宝
」

の
冊
子
80
冊
の
寄
付
が
あ
り
ま
し

た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

石
川
県
能
登
半
島
地
震
の

義
援
金
の
受
付

　

市
で
は
、
石
川
県
能
登
半
島
地

震
で
被
災
さ
れ
た
、
姉
妹
都
市
で

あ
る
輪
島
市
の
方
々
に
対
し
て
義

援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
支

援
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
場

所
で
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
ご
協

◆マイたうん萩（10 分間）
• ４月 19 日放送「放課後子ども教室」
• ４月 26 日放送 「国保検診」

問い合わせ　
　広報課（２５・３４７１）

萩市の行政番組
　（ケーブルテレビ）
　　　　　　　　放送予定★毎週木曜放映

第
６
期　

21
は
ぎ
市
民
会
議
委
員　
募
集

部会 第５期の主な提言内容（平成 18 年度）
教育 • 萩市にふさわしい教育環境の創出　

情報 • ふるさと回帰支援情報の発信
• 情報格差の是正について

観光

• 宿泊および飲食施設の商品力の強化
• 伝統的建築物観光とグリーンツーリズム
• 萩フィッシングパーク構想
• 長門峡の４つの自然観察道の整備

産業 • ベンチャー企業支援策
• 観光・物産（中核）センター（仮称）の設立

農業 • 積極的な担い手募集について
• 新規学卒者の確保について

環境

• エコショップ協力店推進制度の継続
• 産廃処理場建設の萩市の対応
• ＥＭ菌の水質浄化の効果
• 温室効果ガスの削減

福祉
• 地域における児童クラブについて
• 児童館と児童遊園・公園の利用について
• 地域をいかした交流の場について

生活 • 弱者にやさしいまちづくり

　

平
成
14
年
度
か
ら
地
域
の
主
要

課
題
に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ん
が

中
心
と
な
っ
て
考
え
、
主
体
と

な
っ
て
行
う
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、「
21
は
ぎ
市
民
会

議
」
が
発
足
し
、
活
動
し
て
い
ま

す
。
平
成
19
年
度
は
、「
定
住
促

進
」
を
会
議
全
体
の
統
一
テ
ー
マ

と
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
様
々
な

分
野
か
ら
の
協
議
・
検
討
を
重
ね

て
市
へ
の
提
言
を
行
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
新
た
に
委
員
を
募

り
、５
月
に
発
足
す
る
予
定
で
す
。

【
委
員
の
概
要
】

　

委
員
は
そ
れ
ぞ
れ
希
望
す
る
部

会
に
所
属
、
任
期
は
平
成
20
年
３

月
末
ま
で
の
予
定
で
す
。
委
員
報

酬
は
な
く
、
活
動
経
費
は
市
の
予

算
の
範
囲
内
で
助
成
し
ま
す
。

■
応
募
資
格　

高
校
生
以
上
の
市

内
に
在
住
・
在
学
・
在
勤
者
で
、

熱
意
を
持
っ
て
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
る
方

■
募
集
人
数　

１
０
０
人　

■
申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
職
業（
学
校
名
）、希
望
す
る

分
野（
第
３
希
望
ま
で
）、電
話
番

号
、
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
お

持
ち
の
方
は
そ
の
ア
ド
レ
ス
、
具

体
的
な
プ
ラ
ン
等
を
持
っ
て
い
る

グ
ル
ー
プ
は
、
そ
の
内
容
を
簡
潔

に
記
し
た
書
面
と
３
人
以
上
の
参

加
メ
ン
バ
ー
リ
ス
ト（
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
職
業
、
連
絡
先
等
）

を
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
子

メ
ー
ル
で
応
募

申
し
込
み　

５
月
18
日
ま
で

に
、
〒
７
５
８
‐
８
５
５
５　

萩

市
企
画
課
内　

21
は
ぎ
市
民
会
議

事
務
局
（
２
５
・
３
５
６
９
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
２
６
・
３
８
０
３
）

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

shim
inkaigi@

city.hagi.
yam

aguchi.jp

統
一
テ
ー
マ
「
定
住
促
進
」

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
救
援
物
資
に
つ
い
て
は

取
り
扱
い
を
し
て
い
ま
せ
ん
。

■
受
付
期
間　

５
月
31
日
ま
で

■
義
援
金
受
付
場
所

市
役
所
本
庁
案
内
係
、
子
育
て
支

援
課
、
各
総
合
事
務
所
、
支
所
・

出
張
所

問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　
（
２
５
・
３
５
５
０
）
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とき・ところ テーマおよび講座内容 講師
５月19日（土）
13:30〜15:00

大井公民館

健康な生活
　ー健康、不健康について

江
え

里
さと

健輔
（山口県立大学学長）

５月26日（土）
13:30〜15:00

小川公民館

ぼけない生活
　ーぼけないために必要なこと

堤　雅恵
（看護学科准教授）

６月２日（土）
13:30〜15:00

弥富公民館

閉じこもらない生活
　ー地域の力・地域の資源

坂本俊彦
（附属地域共生セン
ター准教授）

６月９日（土）
13:30〜15:00

川上公民館

ストレスに負けない生活
　ー社会のストレス・
　　　　　あなたのストレス

廣瀬春
はる

次
じ

（看護学科教授）

６月16日（土）
13:30〜15:00

高俣公民館

歳を取っても自宅で生活
　ー病院・施設に頼らない

岩本テルヨ
（看護学科教授）

６月23日（土）
13:30〜15:00

紫福公民館

寝たきりにならない生活
　ーあなたの体力測定

眞
ま

竹
たけ

昭宏
（看護学科教授）

６月30日（土）
13:30〜15:00

明木公民館

健康な子どもを育てる生活
　ー子ども達が健康に成長・
　　発達するために地域の役割

赤羽　潔
（附属地域共生センター
所長、社会福祉学部教授）

※
１
回
ま
た
は
数
回
の
部
分
受
講

も
で
き
ま
す
。

※
全
講
座
受
講
者
に
は
修
了
証
が

授
与
さ
れ
ま
す
の
で
、
事
前
に
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
共
催　

萩
市
教
育
委
員
会

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

５
月
11
日
ま
で
に
、
生
涯
学
習
課

（
２
６
・
５
６
３
６
）
ま
た
は
会
場

の
各
公
民
館
へ
電
話

テ
ー
マ「
健
康
な
生
活
を
つ
く
る
」

　

市
内
各
地
域
の
７
公
民
館
で
看

護
栄
養
学
部
の
公
開
講
座
を
開
催

し
ま
す
。「
健
康
な
生
活
」
を
送

る
た
め
、心
と
体
に
何
が
必
要
か
、

医
療
・
地
域
・
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
に
つ
い
て
専
門
的
・
実
践

的
に
伝
え
ま
す
。

■
受
講
料　

無
料

■
定
員　

40
人
程
度

山
口
県
立
大
学

萩
市
公
開
講
座

浜
崎
伝
建
お
た
か
ら
博
物

館
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

出
店
者

　

ど
ん
な
も
の
で
も
自
由
に
出
品

で
き
ま
す
。

■
と
き　

５
月
20
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
午
後
４
時　
　

■
と
こ
ろ　

住
吉
神
社
内
グ
ラ
ウ

ン
ド
（
浜
崎
町
）

■
区
画
料　

１
区
画
１
０
０
０
円

申
し
込
み

５
月
13
日
ま
で
に
、
浜
崎
伝
建

お
た
か
ら
博
物
館
実
行
委
員
会

（
２
２
・
０
８
４
９
）
中
津
江
へ

無
事
故
・
無
違
反
コ
ン
テ

ス
ト「
２
０
０
７
セ
ー
フ

テ
ィ
ド
ラ
イ
ブ
・
チ
ャ
レ

ン
ジ
１
５
０
」

　

チ
ー
ム
単
位
の
無
事
故
・
無
違

反
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
、
安
全
運

転
と
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図

り
ま
す
。
従
来
の
５
人
で
１
チ
ー

ム
の
オ
フ
ィ
ス
コ
ー
ス
の
ほ
か
、

３
人
で
１
チ
ー
ム
と
な
る
フ
ァ
ミ

リ
ー
コ
ー
ス
、
シ
ル
バ
ー
コ
ー
ス

が
昨
年
度
か
ら
新
設
さ
れ
ま
し

た
。

萩
湾
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
乗
船

者
　

萩
海
運
有
限
会
社
創
立
50
周
年

を
記
念
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

■
と
き　

５
月
20
日
（
日
）

①
１
便「
た
ち
ば
な
２
」（
１
３
４

ｔ
）
▽
乗
船
受
付
：
午
後
１
時
15

分
〜
１
時
35
分
、
出
港
：
午
後
１

時
45
分
、
入
港
：
午
後
２
時
15
分

②
２
便「
つ
ば
き
２
」（
１
１
３
ｔ
）

▽
乗
船
受
付
：
午
後
２
時
45
分
〜

午
後
３
時
５
分
、
出
航
：
午
後
３

時
10
分
、
入
港
午
後
３
時
40
分

■
乗
船
運
賃　

中
学
生
以
上

５
０
０
円
、
小
学
生
２
０
０
円
、

幼
児
無
料

■
定
員　

各
船
50
人
（
先
着
順
）

■
申
込
方
法　

４
月
30
日
ま
で

に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
①
ク
ル
ー
ジ

ン
グ
申
し
込
み
②
住
所
③
氏
名
④

年
齢
⑤
電
話
番
号
を
記
入
の
う

え
、
萩
海
運
有
限
会
社
内　

創
立

記
念
実
行
委
員
会
ク
ル
ー
ジ
ン
グ

係
へ
郵
送

※
乗
船
便
は
実
行
委
員
会
が
選
定

し
、ハ
ガ
キ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

運
賃
は
当
日
受
付
で
ハ
ガ
キ
を
提

示
さ
れ
た
後
に
、
支
払
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

申
し
込
み

■
実
施
期
間　

７
月
４
日
〜
11
月

30
日
ま
で
の
１
５
０
日
間

■
参
加
資
格　

県
内
に
居
住
ま
た

は
勤
務
す
る
方

■
参
加
料　

オ
フ
ィ
ス
コ
ー
ス
＝

１
チ
ー
ム
３
５
０
０
円
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
、
シ
ル
バ
ー
コ
ー
ス
＝
１

チ
ー
ム
２
１
０
０
円

■
賞
品　

無
事
故
・
無
違
反
達
成

チ
ー
ム
の
中
か
ら
抽
選
で
、
１
万

円
〜
30
万
円
の
旅
行
ク
ー
ポ
ン

券
、
商
品
券
を
贈
呈

■
申
込
期
間　

４
月
23
日
〜
６
月

29
日

■
申
込
方
法　

防
災
・
安
全
課
、

各
総
合
事
務
所
地
域
振
興
課
、
萩

警
察
署
ま
た
は
江
崎
幹
部
交
番
備

え
付
け
の
参
加
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
、
郵
便
局
で
参
加
料
を

振
り
込
み
の
う
え
、
参
加
申
込
書

と
参
加
料
の
払
込
金
受
領
証
を
提

出■
主
催　

セ
ー
フ
テ
ィ
ド
ラ
イ

ブ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
１
５
０
実
行
委

員
会申

し
込
み

防
災
・
安
全
課（
２
５
・
３
８
０
８

）、各
総
合
事
務
所
地
域
振
興
課
、

萩
警
察
署（
２
６
・
０
１
１
０
）、江

崎
幹
部
交
番（
０
８
３
８
７
・
２
・

０
１
１
０
）
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〒
７
５
８
‐
０
０
２
４　

萩
市

大
字
東
浜
崎
町
１
３
９
番
地
１　

萩
海
運
有
限
会
社
内　

創
立
記
念

実
行
委
員
会
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
係

（
２
５
・
２
０
４
０
）

ホ
ー
ム
ス
テ
イ

　
　
　

受
け
入
れ
家
庭

ド
イ
ツ
人
留
学
生
と
交
流
し
ま
せ

ん
か
？

　

ア
ユ
サ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

（
米
国
非
営
利
教
育
法
人
）
で
は
、

世
界
各
国
か
ら
日
本
へ
留
学
す
る

高
校
生
を
家
族
の
一
員
と
し
て
受

け
入
れ
、
国
際
相
互
理
解
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
に
、
国
内
で
留
学

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現

在
、
萩
光
塩
学
院
へ
通
学
し
て
い

る
ド
イ
ツ
人
留
学
生
の
ト
ム
・
シ
ュ

ネ
ッ
ペ
さ
ん
も
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
来

萩
し
て
い
ま
す
が
、
６
月
末
の
帰

国
前
に
、同
期
の
留
学
生
７
人
（
男

性
４
人
・
女
性
３
人
）
が
交
流
の

た
め
萩
市
を
訪
問
し
ま
す
。
ア
ユ

サ
で
は
受
入
家
庭
を
募
集
し
ま
す
。

■
と
き　

６
月
３
日
（
日
）
〜
５

日
（
火
）
２
泊
３
日

■
募
集
家
庭　

７
家
庭（
先
着
順
）

※
２
人
以
上
の
受
入
れ
も
可

■
受
入
条
件　

市
内
在
住
の
方

※
留
学
生
は
、
ド
イ
ツ
人
高
校
生

で
す
が
、
日
本
語
・
英
語
も
話
せ

ま
す
。

■
主
催　

ア
ユ
サ
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル

■
申
込
方
法　

５
月
18
日
ま
で

に
、
希
望
条
件
等
を
企
画
課
へ
電

話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

申
し
込
み

企
画
課
（
２
５
・
３
１
０
２
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
２
５
・
３
４
２
０
）

萩
の
和
船
大
競
漕 

中
学
生
の
部
・
一
般
の
部               

参
加
チ
ー
ム

　

地
域
間
交
流
と
伝
統
文
化
の
継

承
を
目
的
と
し
た
「
第
４
回
萩
の

和
船
大
競
漕
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
か
ら
、
中
学
生
の
部
・
一

般
の
部
の
参
加
チ
ー
ム
を
公
募
し

ま
す
。

■
と
き  

６
月
３
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
１
時
30
分
（
雨
天
決

行
）
▽
開
会
式　

午
前
10
時
〜
▽

「
中
学
生
の
部
」
午
前
10
時
30
分

〜
▽
「
一
般
の
部
」
午
前
11
時
30

分
〜
▽
玉
江
浦「
お
し
く
ら
ご
う
」

午
後
12
時
30
分
〜
▽
閉
会
式　

午

後
１
時
〜

■
と
こ
ろ　

玉
江
浦
（
橋
本
川
下

流
域
・
常
盤
橋
〜
玉
江
橋
間
）

■
競
技
方
法  

３
０
０
メ
ー
ト
ル

の
直
線
コ
ー
ス
で
ス
ピ
ー
ド
を
競

う
勝
ち
抜
き
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

（
和
船
に
は
補
助
員
が
１
人
乗
船
）

■
競
技
規
定　

中
学
生
の
部
・
一

般
の
部
と
も
に
、
４
チ
ー
ム
で
予

選
を
行
い
、
各
予
選
１
位
の
チ
ー

ム
で
決
勝
（
服
装
は
チ
ー
ム
で
統

一
）

■
参
加
資
格　

市
内
在
住
の
13
歳

以
上
の
男
女
（
高
校
生
以
下
は
保

護
者
の
同
意
書
が
必
要
）

■
参
加
料　

無
料

※
傷
害
保
険
加
入
の
手
続
き
等
は

水
産
課
で
行
い
ま
す
。

■
定
員　

中
学
生
の
部
12
チ
ー
ム

（
１
チ
ー
ム
５
人
）、
一
般
の
部
12

チ
ー
ム
（
１
チ
ー
ム
５
人
）

※
い
ず
れ
も
先
着
順

■
練
習
期
間　

５
月
２
日
（
水
）

とき タイトル 講師
第１回 ５月 10 日 若き日の伊藤博文 一坂太郎（萩市特別学芸員）

第２回 ６月 14 日 東光寺の由来と変遷・現地研修 尾河哲彦（東光寺住職）

第３回 ７月 12 日 萩の巨樹・古木・現地研修 草野隆司（樹木医）

第４回 ８月９日 片山東熊 道迫真吾（萩博物館研究員）

第５回 ９月 13 日 木戸孝允の生涯と政治思想 中村眞知子（木戸家ガイド）

第６回 10 月 11日 藩校明倫館について・現地研修 樋口尚樹（萩博物館副館長）

第７回 11 月８日 天神祭り 清水満幸（萩博物館主任学芸員）

ＮＰＯまち博講座
　ＮＰＯ萩まちじゅう博物館では、市民の皆さんに萩の歴史的・文化的遺産
および自然景観等を幅広く理解していただくために、市民講座を開設します。

申し込み
４月 30 日までに、ＮＰＯ萩まちじゅう博物館事務局（２５・３１７７）へ

■とき　５月 10 日〜 11 月８日（原則第２木曜日）午前 10 時〜正午
（現地研修がある場合は午後３時まで）　
■ところ　萩博物館講座室および現地

〜
５
月
31
日
（
木
）

※
練
習
日
程
は
水
産
課
で
調
整
し

ま
す
。

※
県
漁
協
玉
江
浦
支
店
の
漁
業
者

の
方
が
指
導
し
ま
す
。

■
表
彰　

上
位
３
位
ま
で
賞
品
を

進
呈

■
主
催　

萩
の
和
船
大
競
漕
実
行

委
員
会

■
申
込
方
法　

５
月
１
日
ま
で

に
、
水
産
課
備
え
付
け
の
申
請
書

お
よ
び
同
意
書
（
中
学
・
高
校
生

の
み
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
持
参
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

申
し
込
み

〒
７
５
８
‐
８
５
５
５　

萩
市
水

産
課
（
２
５
・
２
２
３
０
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
２
６
・
５
１
３
３
）
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と
、
手
話
で
の
日
常
会
話
の
習
得

を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

５
月
11
日
〜
平
成
20
年

２
月
29
日
の
毎
週
金
曜
日
（
午
後

７
時
〜
８
時
30
分
）
お
よ
び
日
曜

日
４
回
（
全
43
回
）

■
と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

講
義
・
実
技
で
80
時
間

■
対
象
者　

手
話
に
理
解
の
あ
る

初
心
者
の
方

■
参
加
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

実
費
）

■
定
員
30
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み

４
月
20
日
ま
で
に
、
福
祉
課

（
２
５
・
３
５
２
３
）
梅
尾
ま
た
は

萩
市
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

（
２
４
・
５
８
５
８
）　

伊
藤
へ

音
訳
奉
仕
員
養
成
講
座

　

視
力
障
害
者
に
つ
い
て
の
理
解

を
深
め
、
音
訳
技
術
を
習
得
し
ま

す
。

■
と
き　

５
月
23
日
〜
平
成
20
年

３
月
12
日
の
毎
月
２
回
、水
曜
日
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分（
内
２
回

は
午
前
10
時
か
ら
）（
全
20
回
）

■
と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者　

初
心
者
の
方
で
、
音

訳
活
動
に
興
味
の
あ
る
方

■
参
加
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

実
費
）

■
定
員　

10
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み

５
月
７
日
ま
で
に
、
福
祉
課

（
２
５
・
３
５
２
３
）
梅
尾
ま

た
は
萩
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
２
２
・
２
２
８
９
）
井
上
へ

サ
ン
ラ
イ
フ
萩
の
気
楽
に

話
そ
う
日
常
英
会
話

　

外
国
人
講
師
に
よ
る
日
常
英
会

話
講
座
で
す
。

　
■
対
象　

社
会
人

■
定
員　

各
講
座
15
人
程
度
（
先

着
順
）

■
受
講
料　

１
万
２
０
０
０

円
（
全
15
回
分
）、
教
材
代
別
途

講座名 曜日 時間 開講日
入門 毎週水曜日 19:00 〜 20:00 ５月16日

初級① 毎週金曜日 18:30 〜 19:30 ５月18日

初級② 毎週金曜日 20:30 〜 21:30 ５月18日

中級 毎週金曜日 19:30 〜 20:30 ５月18日

上級 毎週水曜日 20:00 〜 21:00 ５月16日

■開設講座

フ
ラ
ワ
ー
都
市
交
流
連
絡

協
議
会

フ
ラ
ワ
ー
交
流
会
参
加
者

　

花
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
践

し
て
い
る
全
国
の
11
都
市
が
集
う

フ
ラ
ワ
ー
都
市
交
流
連
絡
協
議
会

に
５
年
前
か
ら
萩
市
も
加
盟
し
、

花
に
よ
る
交
流
を
深
め
て
い
ま

す
。

　

今
年
は
日
本
一「
ア
ヤ
メ
」の
花

が
美
し
い
山
形
県
長
井
市
で
開
催

さ
れ
ま
す
。フ
ラ
ワ
ー
都
市
交
流

会
に
参
加
し
、萩
市
を
全
国
に
発

信
し
ま
し
ょ
う
。

　

全
国
各
地
の
色
々
な
美
し
い
花

が
寄
り
添
う
協
議
会
で
す
。
皆
さ

ん
も
一
緒
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

■
と
き　

6
月
23
日
（
土
）
〜
25

日
（
月
）
３
日
間

■
と
こ
ろ　

山
形
県
長
井
市

■
参
加
料　

８
万
６
０
０
０
円
程
度

■
募
集
定
員　

40
人

■
主
催　

フ
ラ
ワ
ー
都
市
交
流
連

絡
協
議
会

■
加
盟
都
市　

北
海
道
中
富
良
野

町
（
ラ
ベ
ン
ダ
ー
）、
山
形
県
長

井
市
（
あ
や
め
）、
福
島
県
須
賀

川
市
（
ぼ
た
ん
）、
富
山
県
砺
波

市
（
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
）、
福
井
県

越
前
市
（
き
く
）、
静
岡
県
下
田

市
（
す
い
せ
ん
）、
岐
阜
県
大
野

町
（
ば
ら
）、兵
庫
県
宝
塚
市
（
す

み
れ
）、
福
岡
県
久
留
米
市
（
つ

つ
じ
）、
鹿
児
島
県
和
泊
町
（
ゆ

り
）、
山
口
県
萩
市
（
つ
ば
き
）

申
し
込
み

５
月
10
日
ま
で
に
、
都
市
計
画
課

（
２
５
・
３
６
４
４
）
へ

萩
焼
陶
芸
の
会
（
萩し

ゅ
う
と
う
か
い

陶
会
）

　

萩
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
楽
々

園
に
お
い
て
、
高
齢
者
の
生
き
が

い
、
健
康
と
楽
し
い
仲
間
づ
く
り

を
目
的
に
萩
焼
教
室
の
開
催
や
保

育
園
児
の
卒
園
作
品
（
萩
焼
）
制

作
の
協
力
等
の
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
萩
陶
会
の
活
動
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

■
活
動
日　

原
則
と
し
て
第

２
・
４
水
曜
日（
月
２
回
）午
前

※
日
程
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
募
集
人
員　

若
干
名

申
し
込
み

萩
陶
会（
２
２
・
５
７
２
３
）上
田

土
星
と
春
の
星
座
を
み
よ
う

　

天
体
観
測
室
に
設
置
さ
れ
て

い
る
口
径
40
㎝
の
反
射
望
遠
鏡
を

使
っ
て
、
土
星
を
観
察
し
、
星
空

や
星
座
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

絵
に
描
い
た
よ
う
に
美
し
い
土
星

の
姿
を
一
度
見
て
み
ま
せ
ん
か
？

※
雨
天
・
曇
天
の
場
合
は
、
星
の

話
を
し
ま
す
。

■
と
き　

５
月
３
日
（
木
・
祝
）

〜
５
日
（
土
・
祝
）
午
後
７
時
30

分
〜
９
時

■
と
こ
ろ　

萩
博
物
館
天
体
観
測

室■
参
加
料　

無
料

※
申
込
不
要

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
博
物
館　
（
２
５
・
６
４
４
７
）

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

　

聴
覚
障
害
者
に
つ
い
て
の
理
解
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２
５
０
０
円
程
度

主
催
・
申
し
込
み

５
月
８
日
ま
で
に
、　

サ
ン
ラ
イ

フ
萩
（
２
６
・
１
３
３
３
）
へ

〜
労
働
問
題
で
お
困
り
の

方
へ
〜
労
働
ほ
っ
と
ラ
イ

ン
の
ご
利
用
を
！

　

山
口
県
で
は
、
労
働
問
題
に
精

通
し
た
プ
ロ
の
相
談
員
が
応
対
す

る
「
労
働
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
」
を
開

設
し
て
い
ま
す
。
賃
金
、
昇
任
、

休
暇
、
残
業
、
解
雇
な
ど
各
種
の

労
働
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

■
開
設
場
所　

山
口
県
労
働
政
策

課
労
働
情
報
セ
ン
タ
ー
内
（
県
庁

８
階
）

■
相
談
日　

月
曜
日
〜
金
曜
日
の

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

■
相
談
員　

社
会
保
険
労
務
士

■
相
談
料　

無
料

問
い
合
わ
せ

山
口
県
労
働
政
策
課　
　
　
　
　

　
（
０
８
３
・
９
３
３
・
３
２
３
２
）

県立萩美術館・浦上記念館
☎２４・２４００

４
月
23
日
〜
５
月
12
日
は

　
　
　
　
　

こ
ど
も
の
読
書
週
間

こ
ど
も
読
書
週
間　特

別
行
事

　

春
は
子
ど
も
と
本
の
季
節
。
子

ど
も
た
ち
に
よ
い
本
を
手
渡
し
た

い
も
の
で
す
。
図
書
館
に
広
が
る

絵
本
の
世
界
。
親
子
や
お
友
達
同

士
で
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
萩
図
書
館
】

◆
木
の
お
も
ち
ゃ
展

　

絵
本
か
ら
生
ま
れ
た
立
体
的
な

木
の
お
も
ち
ゃ
、
組
み
木
の
お
も

ち
ゃ
の
展
示
で
す
。
木
の
温
も
り

が
伝
わ
り
ま
す
。

■
と
き　

４
月
21
日
（
土
）
〜
５

月
13
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
５
時

※
休
館
日
は
除
く

■
制
作
者　

守
重
シ
ゲ
子
（
杢も
く

の

会
代
表
）

◆
清
ち
ゃ
ん
の
手
品
で
シ
ョ
ー
！

■
と
き　

４
月
21
日
（
土
）
午
前

11
時
〜
11
時
40
分

■
と
こ
ろ　

わ
く
わ
く
子
ど
も
図

書
館

■
演
者　

高
橋
清せ
い
し司

（
前
須
佐
図

書
館
長
）

■
定
員　

約
50
人
（
先
着
順
）

萩博物館 ☎２５・６４４７

●企画展
「萩藩雲谷派の世界

ー雪舟を受け継いだ絵師たちー」
 ４月 17 日（火）〜６月 26 日（火）

　
　当館が所蔵する歴代雲谷派の作
品を中心に、雲谷派が描いた多彩
な美の世界を紹介します。

●企画展
「景徳鎮千年展
ー皇帝の器から毛沢東の食器まで」

   ４月 14 日（土）〜６月 17 日（日）
　世界的な磁器の生産地として知
られる景徳鎮磁器の変遷を、青白
磁や元青花、歴代官窯製品など約
１３０点で辿ります。

ツイン・シネマ 上映案内
※火曜日休館（ＴＥＬ２６・６７０５）

●どろろ　　  　　〜４月20日
●ナイトミュージアム（吹替版）
　　　　　     　　〜４月27日
●早咲きの花  　　〜４月27日
●蒼き狼　４月21日〜５月11日
●バッテリー　４月28日〜５月25日
24時間上映案内 ☎２６・６７０６

問
い
合
わ
せ

萩
図
書
館　
（
２
５
・
６
３
５
５
）

【
須
佐
図
書
館
】

◆
し
か
け
絵
本
の
世
界
展

　

び
っ
く
り
！
た
の
し
い
！
し
か

け
絵
本
約
１
０
０
点
の
展
示
。

■
と
き　

４
月
21
日
（
土
）
〜
５

月
13
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
６
時

※
休
館
日
は
除
く

◆
雑
貨
屋
劇
場

■
と
き　

４
月
25
日
（
水
）
午
前

10
時
30
分
〜
11
時
10
分

■
内
容　

指
人
形
を
使
っ
た
楽
し

い
お
は
な
し
な
ど

■
演
者　

ジ
ョ
イ
ン
ト
ネ
ッ
ト
萩

「
草
の
芽
」

■
定
員　

約
30
人
（
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ

須
佐
図
書
館

（
０
８
３
８
７
・
６
・
５
５
０
０
）

春
の
園
芸
展

○
盆
栽
・
山
草
・
え
び
ね
展

■
と
き　

５
月
３
日
（
木
・
祝
）

〜
５
日
（
土
・
祝
）
午
前
９
時
〜

午
後
４
時

○
さ
つ
き
展

■
と
き　

５
月
25
日
（
金
）
〜
27

日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
い
ず
れ
も
会
場
は
市
民
館

■
主
催　

萩
園
芸
友
の
会

問
い
合
わ
せ

中
央
公
民
館
（
２
５
・
３
５
１
１
）

鯉
・
こ
い　

ち
び
っ
こ
田
町

　

こ
ど
も
の
日
に
合
わ
せ
た
、
子

ど
も
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

◆
と
き　

５
月
５
日
（
土
・
祝
）

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

◆
と
こ
ろ　

田
町
ア
ー
ケ
ー
ド
内

路
上

◯
田
町
・
ら
く
が
き
町
ち
ょ
う

　

ア
ー
ケ
ー
ド
内
の
路
上
に
貼
っ

て
あ
る
紙
に
絵
の
具
や
ペ
ン
で
落

書
き
し
よ
う
。

■
時
間　

午
前
11
時
〜

■
持
参
品　

筆
、
絵
の
具
、
フ
エ

ル
ト
ペ
ン
な
ど
の
画
材
（
水
性
に

限
る
）

■
参
加
料　

無
料

◯
大
金
魚
す
く
い

　

全
長
15
　

m
の
特
設
池
で
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
金
魚
す
く
い
に
挑
戦
。

■
時
間　

午
後
０
時
30
分
〜

■
参
加
料　

１
回
１
０
０
円

※
食
べ
物
屋
台
も
登
場
し
ま
す
。

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
市
田
町
商
店
街
振
興
組
合
連
合

会　
　
　
　
（
２
６
・
２
２
０
１
）
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須佐 地域

16（月）
17（火）
18（水）
19（木）
20（金）
23（月）

24（火）
25（水）
26（木）
27（金）

　活き活きリハ
　弥富はつらつ楽食会
●育児学級
　須佐元気もりもり体操
　弥富元気もりもり体操
●妊産婦健康相談
　活き活きリハ
　リフレッシュ教室
　須佐はつらつ楽食会
●ポリオ予防接種
　弥富元気もりもり体操

13：30〜須佐保セ
9：30〜やまびこ
9：30〜須佐保セ
9：30〜須佐保セ
9：30〜やまびこ
9：30〜須佐保セ

13：30〜須佐保セ
13：30〜須佐公民館
9：30〜須佐保セ

13：30〜須佐保セ
9：30〜やまびこ

旭 地域
19（木）　ヨガ健康講座 10：00〜旭保セ

福栄 地域
19（木）
25（水）

●乳児相談
●ポリオ予防接種

9：30〜福栄保セ
10：00〜福栄保セ

むつみ 地域
18（水）
20（金）
24（火）

●ポリオ予防接種
●乳幼児相談
　ヘルシー☆クッキング教室

12：45〜むつみ診療所
10：00〜農村環境改善センター

9：30〜むつみコミュニティセンター

田万川 地域
17（火）
20（金）
26（木）

●ポリオ予防接種
●すくすく赤ちゃん相談会
　健康ちょきん教室

13：30〜田万川保セ
9：30〜田万川保セ
9：30〜田万川保セ

健康福祉センター ☎25・2663
25（水）心の健康相談（要予約） 13：00〜

■問い合わせ　健康増進課 ☎26-0500
　　　　　　　各総合事務所健康福祉課

◆ふたば園（２２･２８７７）
17 (火) おもちゃ図書館地域開館日 10：00〜15：00

絵本のよみきかせ「がたんごとんの会」 11:00〜11:30
24 (火) おもちゃ図書館地域開館日 10：00〜15：00

◆萩子どもセンター（２５･７５４０）  ※参加費１世帯100円

19 (木) ピヨピヨの会「自由遊び」　総合福祉センター10:00〜11:30

子育てガイド

●おはなしの森（子ども図書館） 毎週火・金曜11：00〜11：30
17 (火) あんずの会（読書会） 14:00 〜萩図書館
18 (水) リサイクル新聞の日   9：30 〜萩図書館

21 (土) 子ども読書週間特別行事
【木のおもちゃ展】〜５/13   9：30 〜萩図書館

子ども読書週間特別行事
【しかけ絵本の世界展】〜５/13   9：30 〜須佐図書館

子ども読書週間特別行事
【清ちゃんの手品でショー！】 11：00 〜子ども図書館

22 (日) リサイクル雑誌の日   9：30 〜萩図書館

25 (水) 子ども読書週間特別行事
【雑貨屋劇場】 10：30〜須佐図書館

おはなしのろうそく 14：30〜須佐図書館
28 (土) わくわくの会 14：30〜子ども図書館

【休館日】　各図書館：毎週月曜、18日（水）、29日（日・祝）
　　　　  明木図書館：22日（日）

図書館ガイド 萩図書館
須佐図書館
明木図書館

☎25・6355
☎08387・6・5500
☎55・0314

萩 地域
16（月）

18（水）

19（木）

23（月）
24（火）
25（水）
26（木）

　はつらつクラブ
●パパママセミナー
● 1 歳の児集まれ教室
●ポリオ予防接種
●４か月児健康相談
●ツインズサークル
　ヘルシークラブ
　萩市保健推進員研修会
●３歳児健康診査　
●10 か月児健康相談

10：00〜萩保セ
13：00〜萩保セ
10：00〜萩保セ
13：30〜萩保セ
 9：30〜萩保セ
10：00〜萩保セ
9：30〜萩保セ

9:30〜サンライフ萩
13：00〜萩保セ
13：00〜萩保セ

※ポリオ予防接種は、必ず事前に電話で予約してください。

※保セ
4 4

は保健センターの略
●は母子関係の行事

（4/13予約開始）

17（火）　グラウンドゴルフ月例会
9:00 〜萩ウェルネスパーク多目的広場

21（土）　高松宮賜杯軟式野球大会西部大会（Ｂ級）〜22日
8:00 〜萩スタジアム

　中国高校柔道大会予選会（団体）〜22日（個人）
9:00 〜萩ウェルネスパーク多目的体育館

22（日）●萩市民春季ソフトボール大会（萩地区決勝）
9:00 〜萩ウェルネスパーク多目的広場

　萩市会長杯争奪バドミントン大会
9:00 〜市民体育館

28（土）　スポーツ少年団バレーボール萩大会
8:30 〜市民体育館ほか　

　高等学校春季長北体育大会（柔道の部）
9:00 〜萩ウェルネスパーク多目的体育館

　高等学校春季長北体育大会（陸上の部）〜 29 日
9:00 〜萩ウェルネスパーク多目的広場

　中国地区大学野球春季二部リーグ戦　〜29日
9:00 〜萩スタジアム

29（日）　萩市長杯争奪ソフトテニス大会（中学校の部）
9:00 〜市球技場

●萩市民春季バレーボール大会
 9:00〜市民体育館ほか

スポーツガイド
 

●は市主催の行事

25（水）
毎週火・木

●ポリオ予防接種
●とことこクラブ

13：30〜川上診療所
10：00〜川上保セ

川上 地域
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日月火水木金土
１ ２３４５ ６７
８ ９10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23
29 30

242526 2728

●人権・行政相談 （9：00〜／小川コミュニティセンター）外科 しげおか(今古萩町)25-9170
内科 波多野(堀内)25-2788

●萩藩御用絵師雲谷派の世界　～ 6 月 26 日　　　　　　　　（9:00 〜 / 萩博物館）外科 玉木(瓦町)22-0030
○心配ごと相談 （13:00〜/総合福祉センター）内科 玉木(瓦町)22-0030

小児科 いわたに(椿東)24-2100
外科 萩市民(椿)25-1200
内科 中坪(今魚店町)22-5430

●行政相談　 （10:00〜/むつみコミュニティセンター・むつみ農村環境改善センター） 外科 メディカルポート萩(堀内)24-0082 
内科 都志見(江向)22-2811

◯臨江書道会発足40周年記念・伊佐青海古希記念展  ～22日　（9:00〜/市民館） 外科 平岡(新川東)25-7100
◯田万川温泉開業11周年記念感謝祭　～22日   （10:00〜/田万川温泉 憩いの湯）内科 萩慈生(玉江)25-6622
◯萩ブロック交通事故等相談所の出張相談          （10:00〜/田万川総合事務所)

◯国際助産師の日ｉｎ萩 （13:30〜/萩看護学校）外科 兼田(吉田町)22-1113
内科 全真会(玉江浦)22-4106
外科 鈴木(船津)25-4510
内科 柳井(橋本町)22-0748

産婦人科 都志見(江向)22-2811
歯科 井上(東田町)25-1687

◯心配ごと相談                           （13:00 〜 / むつみ福祉の里ふれあいセンター）外科 都志見(江向)22-2811
内科 藤原(土原)22-0781

●無料法律相談 （10:00〜/市役所）外科 しげおか(今古萩町)25-9170
◯心配ごと相談 （13:00〜/総合福祉センター）内科 市原(塩屋町)22-0184

◯出張年金相談所の開設               （10:00 〜 / 須佐総合事務所） 外科 玉木(瓦町)22-0030
内科 山本(前小畑)26-0077

●行政相談 （10:00〜/川上公民館）外科 萩市民(椿)25-1200
内科 萩市民(椿)25-1200 

◯押し花作品発表会　～29日 （11:00〜/市民館）外科 花宮(平安古町)25-8738
内科 中嶋(今古萩町)22-2206

◯きれいなまち・萩推進市民会議美化活動　　　　　（9:00〜/川島土手・太鼓湾）外科 池本(玉江浦)25-7575
◯原爆と戦争展　～29日 （10:00〜/市民館）内科 しげおか(今古萩町)25-9170

◯ジョイフルセンター須佐 13 周年ふれあいセール
（10:00 〜 / ジョイフルセンター須佐）

外科 めづき(土原)22-2248
内科 玉木(瓦町)22-0030
小児科 いわたに(椿東)24-2100
産婦人科なかむら(熊谷町)22-1557
歯科 高雄(樽屋町)22-1548
外科 メディカルポート萩(堀内)24-0082
内科 波多野(堀内)25-2788

産婦人科 都志見(江向)22-2811
歯科 登城(椿東)26-2525

４月 情報カレンダー

阿北地区
休日当番医
AM８：30〜PM５：30

  22日（日）
29日（日）
30日（月）

［外科］ 08387-6-3376
［内科］ 08387-6-5055
［外科］ 08388-2-2838

すさ（須佐）
松原（須佐）
斉藤（阿武町）

※小児科は上記以外、内科で対応します。
※休日・夜間当番医の診療時間は翌朝７時まで。歯科は午前９時〜正午
■当番医が緊急やむを得ず変わった場合
　外科、内科、小児科、産婦人科は消防テレホンサービス（☎ 25-7474）、
　歯科は萩地区消防本部（☎ 25-2772）で確認してください。

※阿北地区（川上・田万川・むつみ・須佐・旭・福栄地域）

夜 間 間休 間日 間当 間番 医●萩市主催・共催の行事
日16→30日

20金

21土

22日

24火

25水

19 木

18水

17 火

29日

28土

27金

26木

16 月

23月

30月
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慶弔だより
お誕生おめでとう
赤ちゃん 保護者 住　所

お悔やみ申し上げます
氏　名 年　齢 住　所死亡日

co
n

g
ratu

latio
n

本人または親族の方の承認を得たもののみ掲載して
います。（敬称略）※３月16日〜３月31日受付分

ご結婚おめでとう
夫の氏名 妻の氏名 住　所

■人の動き（平成19年３月末日）
　人口／57,990人（前月比−373）　男／26,727人（前月比−179）　
　女／31,263人（前月比−194）　世帯数／24,533世帯（前月比−103）
　出生／16人　死亡／84人（３月分）

　萩を始めとする北浦地区はウニの餌となる海藻
類が豊富で、全国でも有数のウニの産地です。グ
ラム単価の高い商材なので、市場での扱いも別格。
　セリも温度管理できる保冷ケースの中に並べて
行われます。ところで、ウニはどの部分を食べる
のかご存知ですか。生殖巣と呼ばれる卵や精子を
作る部分で、ひとつのウニから５粒とれます。１
枚の板ウニを作るのに、少なくとも10個以上の
ウニが必要、しかも採取から選別・殻割・可食部
の取り出しと、市場に並ぶまで全てが漁家での手

萩は、質・量とも、
全国トップクラスのウニ産地

（アカウニ）うに

今月から、
情報カレンダー
が半月ごとに
変わります！

作業なので、価格が高いのも
納得できるというものです。
萩では、ムラサキウニ・アカ
ウニ・バフンウニの３種が主
力で、季節ごとに主役交代し
て店頭に並びます。

春の藍場川を彩る表紙

　４月２日に旧湯川家屋敷
前（川島）の藍場川沿い
で開催されました。もとも
と雛流しの行事は女の子の
健やかな成長と無病息災を
祈って行うものです。
　ロウソクに火をともした
燈
とうろう

籠雛を流し、藍場川沿い
に設置した竹灯と相まっ
て、来場者を幻想の世界へ
誘いました。

　春の訪れを告げる流し雛。萩は間もなく本格
的な観光シーズンを迎えます。

ぼんぼり流し雛
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